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高等研究院は２００２年度に名古屋大学学術憲章に

掲げた学術研究を推進するため設置されました。学術憲

章が求める基本目標は世界屈指の知的成果を生み出す

ことです。高等研究院は、この基本目標の達成のために、

学内アカデミーとして真に優れた研究を推進し、学際的

かつ国際的研究交流に尽くすとともに、それらの活動と

成果とを本学の構成員各位と共有しまた学内外に紹介

するために、多様なレクチャーやセミナーを企画・開催

していくことを活動の基本としております。このような

方針のもと、これまで、「高等研究院アカデミー」の指

導を仰ぎながら、国際的には、大学付属高等研究院国際

連盟（ＵＢＩＵＳ）の運営推進会議のメンバーとなるな

どして研究と教育の交流をリードし、学内では、高等研

究院研究プロジェクトの選考と支援、名古屋大学レクチャー

や高等研究院レクチャーの企画と開催、若手研究者を支

援するYoung Leader Cultivation プログラムの展開、テ

ニュアトラック事業およびその継続として YLC-t 制度

を推進などに、尽力してきました。これらの実績に立って、

今回、トランスフォーマティヴ研究所との連携にくわえて、

リーディング大学院 PhDプロフェッショナル登龍門の

高
等
研
究
院
の
課
題

活動への協力も始まりました。今後、このような最先

端研究機関との連携を多様化し、また、名古屋大学が

推進するさまざまな研究力強化プログラムに対しても

協力していきたいと考えます。新たに設置した理学部

Ｂ館５階のアカデミーフロアを中心に、高度な学問的

背景に基づく研究者の恒常的な交流を進め、日常的な

アカデミーとしての活動を充実できるように努力いた

します。

近年、世界の研究型大学においては、学内高等研究

院を創設する動きが加速化し、トップレベルの頭脳循

環の拠点としての高等研究院の役割は一層重要となっ

ています。本研究院は 2014-15 年度において、ＵＢ

ＩＡＳの主催する国際研究教育プロジェクト「インタ

ーコンティネンタルアカデミー」の企画と実施をサン

パウロ大学 (ブラジル )高等研究院とともに担当いたし

ます。このように、本研究院は、世界の高等研究院の

信頼のもと、グローバルな活動をリードしていく所存

です。高等研究院に対するますますのご支援とご協力

をお願いする次第です。

高等研究院長

Takaho ANDO

安藤隆穂

2014年 3月
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　高等研究院は、名古屋大学の学術の発展のため以下の 3つの活動を

基本とする。

1.  名古屋大学の学内アカデミーとして、優れた研究の紹介と発信
に努め、それらを名古屋大学の構成員が共有することを促進し、
学術の振興をはかる。

2.  特に優れた研究に対して実質的な支援を行い、名古屋大学の
研究の飛躍的向上をめざす。

3.  若手研究者の自立支援を積極的に推進し、将来名古屋大学の
中枢を担う研究者を育成する。

　これらの活動を基礎とし、大学執行部に対して研究推進のための提言

を行う。またグローバルCOE等のプロジェクトおよび各研究科の大学

院教育に協力する。さらに、学外の高等研究院組織と交流を図りながら、

名古屋大学の研究を広く社会に発信する。

■レクチャー、セミナー、講義

名古屋大学に真に優れた研究を紹介し、学術の振興をはかるため、

以下の講義等を開催する。

1名古屋大学レクチャー

名古屋大学の最も重要な学術講義として位置づけ、学外にも積極

的に公開する。世界トップレベルの研究者を招へいし、名古屋大学総

長がホストとしてレクチャーシップを授与する。

2高等研究院レクチャー

学内教員、大学院生を対象とする高等研究院の最も重要な学術講

義として位置づけ、学内外の特に優れた研究を採り上げ、全学の積極

的な参加を要請する。学外にも公開する。

3高等研究院セミナー

若手研究者、大学院生の研究推進のためのセミナーとして、最前

線の研究、研究の個人史、研究倫理と公正研究等を採り上げ、若手研

究者の研究活動を支援する。

4高等研究院初年次講義「学問の面白さを知る」

初年次学生（1年生）を対象とし、アカデミー会員、高等研究院教員、

院友、学内教員等の講義で構成され、学問の面白さや研究に対する心

構えを知ることを目的とする。

■研究推進

1アカデミー研究室

アカデミー会員の希望に応じ、研究室、実験室、談話室等を準備

するとともに、関連部局の協力も依頼しながら、研究・教育活動を支

援する。

2高等研究院研究プロジェクト

特に優れた学内外の研究者を高等研究院教員として選考し、高等

研究院において研究プロジェクト（プロジェクト期間：5年）を推進

する。候補者の推薦はアカデミー会員および運営推進委員の他、学内

からも随時受け付ける。高等研究院会議で候補者を調査、審議し、プ

ロジェクト提案を依頼し、ヒアリング、アカデミーの承認を経て採択

する。高等総合研究館において、研究スペースを用意し、協力する特

任教員、研究費を提供する。

3高等研究院テニュアトラックプロジェクト

将来名古屋大学の研究を担う研究者を、高等研究院テニュアトラック

プロジェクト教員として、採用し、支援する。セットアップ費用、研

究費等を支援し、高等総合研究館において研究スペースを確保する。

4名古屋大学若手育成プログラム

　～ YLC(Young Leaders Cultivation) プログラム～

名古屋大学若手育成プログラムは、名古屋大学において、教育・

研究を将来にわたり継続的に発展させるためには、若手教員、特に助

教クラスの質的、量的な確保が重要であることを踏まえ、大学全体と

して継続的かつ計画的に若手教員を採用、養成するために実施する戦

略的なプログラムである。採用者は、3年間研究と教育の研鑽を積み、

国際的経験も兼ね備えた研究者・教員として自立することを目指す。

名古屋大学レクチャーの様子
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平成25年 3月 1日現在

理化学研究所理事長・名古屋大学特別教授

野依 良治
2001年 ノーベル化学賞受賞

不斉合成法の確立

ICSU会長・名古屋大学名誉博士

李 遠哲
1986年 ノーベル化学賞受賞
化学反応素過程の動力学の解明

名古屋大学特別教授

赤﨑 勇
2011年 文化勲章受章
青色発光ダイオードの発明

名古屋大学特別招へい教授

飯島 澄男
2009年 文化勲章受章

カーボンナノチューブの発見

名古屋大学特別教授

岸 義人
2001年 文化功労者顕彰

複雑な天然有機化合物の全合成

名古屋大学特別教授

小林 誠
2008年 ノーベル物理学賞受賞

小林・益川倫理の提唱

大学院文学研究科特任教授

佐藤 彰一
2002年 日本学士院賞受賞
テクスト科学の創始

名古屋大学特別教授

下村 脩
2008年 ノーベル化学賞受賞

緑色蛍光タンパク質（GFP）の発見

名古屋大学特別教授

杉浦 昌弘
2009年 文化功労者顕彰

植物葉緑体ゲノムの全塩基配列の決定

名古屋大学特別教授

竹市 雅俊
2004年 文化功労者顕彰

細胞接着分子「カドヘリン」の発見

名古屋大学特別教授

中西 香爾
2007年 文化勲章受章

機能性天然有機化合物の発見

名古屋大学特別教授

野依 良治
2001年 ノーベル化学賞受賞

不斉合成法の確立

名古屋大学特別教授

益川 敏英
2008年 ノーベル物理学賞受賞

小林・益川理論の提唱

名古屋大学名誉教授

水田　洋
1998年 日本学士院会員
社会思想史学の確立

名古屋大学特別教授

田中 靖郎
2010年 文化功労者顕彰
X線天文学の推進
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高等研究院研究プロジェクト

所属部局・職名／氏名 研究プロジェクト名 採択年度

高等研究院アカデミー会員

佐藤 彰一 中世世界システムとグローバル・ヒストリー 平成23年度

基幹教員 運営推進委員

高等研究院長、大学院経済学研究科教授

大学院理学研究科特任教授

名古屋大学客員教授

大学院理学研究科教授

安藤 隆穂

近藤 孝男

福田 敏男

福井 康雄

公共圏の思想史と新しい社会哲学

シアノバクテリアの時計タンパク質KaiC による概日時間の生成機構

マイクロ・ナノメカトロニクスを用いた三次元バイオアセンブリ

NANTEN2による分子雲広域観測を主軸とする革新的な波長横断的宇宙研究

平成24年度

平成25年度

平成25年度

平成25年度

高等研究院院長

高等研究院副院長高等研究院副院長

高等研究院副院長 理事・副総長

経済学研究科　教授 大学院文学研究科　教授 大学院法学研究科　教授

大学院理学研究科　教授 大学院医学系研究科　教授大学院理学研究科 大学院多元数理科学研究科　教授

大学院工学研究科　教授 大学院理学研究科　教授

高等研究院専任教員・准教授 高等研究院専任教員・准教授

安藤 隆穂 釘貫 亨 和田 肇

松本 邦弘 宮田 卓樹杉山 直 金銅 誠之

財満 鎭明 國枝 秀世

斎藤 進 蔡 大鵬

大学院多元数理科学研究科教授

伊山 修 整環の表現論に現れる三角圏（導来圏、団圏、安定圏）の研究 平成25年度
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　2012 年度では、科学研究費により 2009 年度より実施して来た ｢ 大陸自由主義の存在と諸形態 ｣ についてのプロジェ

クト研究を総括した。成果全体を論文集として再編集し公刊することにしたいが、これまでにも、論文 ｢ スミスを読む

フランス ｣（佐々木、田中編『啓蒙と社会―――文明論の変容』2011 年、所収）等、成果の一部を公表している。

　また、2012 年度には、高等研究院研究プロジェクト ｢公共圏の思想史と新しい社会哲学の創生 ｣を開始した。本年度は、

東アジア思想交流の問題に力を入れ、国立台湾大学人文社会高等研究院との共催で「書評会」を開催し（2013 年 3 月 26 日、

名古屋大学）、「東アジア思想交流史の方法をめぐって」を報告するなど、研究の広報活動にも努めた。

氏　　名：安藤　隆穂

所　　属：高等研究院、経済学研究科

研究分野：社会思想史

代表業績：		「『内田義彦論―――ひとつの戦後思想史』（鈴木信雄著、日本経済評論社、2010 年）」、『社会思想史研究』第 36号、

2012 年。

宇宙論・宇宙物理学に関する理論研究を、最新の観測データを意識しながら進めている。本年度の実績は以下の通りで

ある。

(1) 合体するブラックホールの影がどのような形をしているのかを、背景から光を飛ばす手法を解析に解き、その詳細を

明らかにした。

(2) 銀河は互いに合体することで大きく成長していく。個別の合体で生じる、時空の揺らぎである重力波についての情報

をもとに、宇宙の歴史で起きたと考えられる銀河合体を数え上げ、どれだけの重力波を我々観測者が受け取るかを見積

もった。

(3) 宇宙マイクロ波背景放射温度分布にスケールによる特異な構造があることを見出し、その構造が、初期宇宙のインフ

レーションの詳細なダイナミックスを考慮してもうまく説明できないことを示した。

氏　　名：杉山　直

所　　属：高等研究院、理学研究科

研究分野：宇宙論、天体物理学、宇宙での構造形成

代表業績：	1.  Shadows of multi-black holes: Analytic exploration, Akifumi Yumoto, Daisuke Nitta, Takeshi Chiba, Naoshi Sugi-

yama, Physical Review D, vol. 86, Issue 10, id. 103001 (2012)

 2.  Stochastic gravitational wave background originating from halo mergers, Takahiro Inagaki, Keitaro Takahash, Naoshi 

Sugiyama, Physical Review D, vol. 85, Issue 10, id. 104051 (2012)

	 3.	 	Exploring	the	origin	of	the	fine	structures	in	the	CMB	temperature	angular	power	spectrum,	Kohei	Kumazaki,	Ki-

yotomo Ichiki, Naoshi Sugiyama, Joeseph Silk, Physical Review D, vol. 87, Issue 2, id. 023008 (2013)

安
藤

　隆
穂

杉
山

　直
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　⚄経㍈⣴の再生ᶵ構は、⥺から့ங動物まで✀を㉺えてಖ存ࡉれている。⥺をࣔデル動物として、㍈⣴再生

をไᚚするᅉᏊ（SVH-1 ࠥ SVH-92）をྠᐃした。2012 年度は、SVH-1、SVH-2、SVH-3 の 3 つのᅉᏊについて、㍈

⣴再生に࠾けるᶵ⬟解明を⾜った。SVH-1 はቑṪᅉᏊとして、SVH-2 はその受容体ࢳロシン࢟ナーࢮとしてᶵ⬟し、

SVH-1/SVH-2 が JNK ᆺM$3࢟ナー࢝ࢮスケーࢻを活ᛶし、㍈⣴再生をㄏᑟすることを明らかにした（Nature Neuro-

sci.15,551-557, 2012）。一方、SVH-3 は体内でసられ㙠③స⏝をㄏᑟするマࣜフナᵝ物㉁アナンダミࢻ (AEA) を分解す

る㓝⣲としてാく。この AEA が JNK ᆺM$3࢟ナー࢝ࢮスケーࢻを活ᛶすることにより、㍈⣴再生をᢚไしてい

ることを明らかにした（Nature Commun.3,e1136,2012）。

氏　　名：ᯇ本　㑥ᘯ

所　　属：高等研究院、理学研究科

研究分野：分Ꮚ㑇ఏ学

代表業績：		7he	growth	factor	69+��	regulates	axon	regeneration	in	C.	elegans	Yia	the	-1K	M$3K	cascaGe.	,	/i,	C.,	+isamoto,	1.,	

1ix,	3.,	Kanao,	6.,	Mizuno,	7.,	Bastiani,	M.,	anG	Matsumoto,	K.	,	1ature	1eurosci.	,	��巻 （頁：551-557） , 2012年

	 	EnGocannaEinoiG�*oĮ	signalling	inhiEits	axon	regeneration	E\	antagonizing	the	*TĮ�3KC�-1K	cascaGe	in	C.	elegans	,	

3astuhoY,	6.	,Y.,	)uMiki,	K.,	1ix,	3.,	Kanao,	6.,	Bastiani,	M.,	Matsumoto,	K.,	anG	+isamoto,	1.	,	1ature	Commun.	,	�3巻
（頁：e1136）, 2012年

財
満

　鎭
明

　2012 年度では、ḟୡ代పᾘ費㟁力・㉸高㏿M26トランジスタのための新ᮦᩱ開Ⓨとして、ᚑ来よりも高い Sn ⤌成を

᭷する GeSn がྍ⬟なࢢアࣜンࢽンジ࢚ップと᱁Ꮚᐃ数のࣕࢠࢻンࣂࡧよ࠾ SiGeSn のࢸ࣊ロࣆ࢚タ࢟シࣕル成長とその

㟁Ꮚ物ᛶ・光物ᛶの解明、Ge 。ート⤯⦕⭷などに関する研究開Ⓨを⾜ったࢤ⋠ルM26トランジスタの高ㄏ㟁ࢿࣕࢳ

2012 年度は、,nternational	6i*e	7echnolog\	anG	'eYice	Meeting	����	（,67'M	����）などの国㝿会㆟に࠾いて、4 ௳のᣍᚅ

ㅮ₇を⾜った。ᚓられた成果は、”Crystallinity Improvement of Epitaxial Ge Grown on a Ge（110） Substrate by Incorporation 

of Sn”, Appl. Phys. Express, 5 （2012） 015501-3 等として公刊した。

氏　　名：㈈‶　㙟明

所　　属：高等研究院、ᕤ学研究科

研究分野：ḟୡ代シࣜࢥンナ࢚ࣀレクトロࢽクスデࣂイスのための新ᮦᩱ開Ⓨとその物ᛶに関する研究開Ⓨ

代表業績：	���			<osuke	6himura,	7akanori	$sano,	2samu	1akatsuka	anG	6higeaki	=aima,	³Cr\stallinit\	,mproYement	of	Epitaxial	*e	

Grown on a Ge（110） Substrate by Incorporation of Sn”, Appl. Phys. Express, 5 （2012） 015501-3.

	 ���			2samu	1akatsuka,	Kenta	Mochizuki,	<osuke	6himura,	7akashi	<amaha	anG	6higeaki	=aima,	³/ow	7emperature	

Formation of Si
1-x-y

Ge
x
Sn

y
�on�,nsulator	6tructures	E\	8sing	6oliG�3hase	Mixing	of	*e�ízSnz/Si-on-Insulator 

Substrates”, Thin Solid Films, 520（8） （2012） 3288-3292.
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　2012 年度では、እ国業をྵむ業のロࣅー活動が、関⛯のタᐃにᑐしてえる影㡪について分析した。ᚓられ

た成果は、³3rotection	Ys.	)ree	7raGe：	/oEE\ing	Competition	Eetween	'omestic	anG	)oreign	)irms	（with	/,	-ie）”, Southern 

Economic Journal, forthcoming として公刊した。一方、これまでの、✺Ⓨⓗなࢸ࢞ࢿブ㟂せ・౪⤥ショックにᑐする、

公ⓗ㈨㔠のὀ入による業の最㐺ⓗなᩆ済⟇に関する研究をࡉらに᥀り下げ、東日本大㟈⅏のような一時ⓗなࢸ࢞ࢿ

ブショックがⓎ生し、業がಽ⏘のࣜスクに直㠃してしまうሙ合の公ⓗ㈨㔠による最㐺なᩆ済⟇を分析した。2012 年

度では、中山大学、河༡㈈経ᨻ法大学等でㅮ₇した。

氏　　名：　大㭉

所　　属：高等研究院

研究分野：⏘業⤌⧊論、㈨※⎔ቃ経済学

代表業績：	�.			³/imit	of	the	6olutions	for	the	)inite	+orizon	3roElems	as	the	2ptimal	6olution	to	the	,nfinite	+orizon	2ptimization	

Problems” （with NITTA Takashi）,	-ournal	of	'ifference	ETuations	anG	$pplications,	9ol.	��,	pp.	3���3�3	（2011）

	 �.			³6ustainaEle	Constant	Consumption	 in	a	6emi�open	Econom\	with	ExhaustiEle	5esources´	（with	2K8M85$	

Ryuhei）, Japanese Economic Review, Vol. 58, pp. 226-237 （2007）

蔡

　大
鵬

8 2014 12

斎
藤

　進

2012 年度は、ࣂイ࢜マス由来物㉁のゐ፹ⓗ学変を┠ᣦし、天↛㈨※にከくࡳられる活ᛶアミࢻの変のため

のᇶ♏研究を⾜った。その⤖果、Ru 㘒体ゐ፹を⏝いる活ᛶアミࢻの一⯡ⓗỈ⣲法を開Ⓨした。活ᛶアミࢻの

α -C–H ⤖合のᐁ⬟ᇶにも成ຌした。また、アミࣀ᭷ᶵ࣎ラン合物を⏝いて、活ᛶアミࢻのゐ፹ⓗなຍアルࢥール

の分解法に新方法論をᥦ౪した。この成果はβ - ジ࢝ルࢽ࣎ル構造とアルࢥールをỈ⣲⤖合形成にᇶ࡙き重分Ꮚㄆ識

できるシス࣒ࢸとᒎ開ࡉれ、Ⅳ⣲ íⅣ⣲⤖合࠾よࡧⅣ⣲ í㓟⣲⤖合をຠ⋡ⓗに開するゐ፹学ⓗ手法としてもⓎᒎ

。れた光学活ᛶ᭷ᶵ合物のຠ⋡ⓗな学変がྍ⬟となったࡉた。その⤖果、ከᐁ⬟ᇶࡏࡉ

2012 年度は、KAUST（࢘ࢧジアラࣅア）、༡ி大学（中国）、M�nster大学（⊂国）などでᣍᚅㅮ₇した。ࡉらに、

Mala\sian	Chemical	Congress	（��MCC）（マレーシア）など国㝿会㆟に࠾いて、ᣍᚅㅮ₇した。ᚓられた成果は、ᣍᚅ

論文 ³+\Grogenation	of	8nactiYateG	$miGes	8sing	Molecular	Catal\st	6urface	'eriYeG	from	5uthenium	Complex´,	Catal\sts	anG	

Catalysis, Vol. 54, pp. 455–459 （2012）、³'ouEle	Molecular	5ecognition	with	$minoorganoEoron	Complexes： Selective Alco-

holysis of b-Dicarbonyl Derivatives”, Angew. Chem. Int. Ed., Vol. 51, pp. 5395–5399 （2012）、࠾よࡧ ³5eaction	of	an	Ä,nYisiEle³	

)rustrateG	1�B	/ewis	3air	with	'ih\Grogen´,	Chem.	$sian	-.,	9ol.	�,	pp.	���±���	（2013）等としてⓎ表した。最後の論文は ³��	

most-accessed papers from the last 12 months （2012.12–2013.11）” にも㑅ばれた。また本年度にᚓられた成果のᗄつかは特

チとして 3 ௳出㢪した。

氏　　名：ᩪ藤　進

所　　属：高等研究院、理学研究科

研究分野：᭷ᶵ合成学、分Ꮚゐ፹、光ゐ፹

代表業績：	Catal\tic	+\Grogenation	of	8nactiYateG	$miGes	8sing	Molecular	Catal\st	6urface	'eriYeG	from	5uthenium	Complex.		

	 	7.	Miura,	,.	E.	+elG,	6.	2ishi,	6.	6aito,	Catal\sts	anG	Catal\sis	（Invited, Special Issue：	³5ecent	7renG	in	Catal\tic	

Chemicals Synthesis Using Hydrogen”）, 54, 455–459 （2012）. 

	 	'ouEle	Molecular	5ecognition	with	$minoorganoEoron	Complexes： Selective Alcoholysis of b-Dicarbonyl Derivatives. 

	 6.	2ishi,	6.	6aito,	$ngew.	Chem.	,nt.	EG.	��,	�3��±�3��	（2012）.
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和
田

　肇

　科学研究費ᇶ┙研究（A）「ᶆ‽ⓗປാ関ಀࣔデルの変容とປാ法ᨵ㠉のᒎᮃ」（研究代表者 㺃田⫕）の初年度であるが、

それまで実施していたྠ「ປാᕷሙ、法ᨻ⟇ཬࡧປാ法の編成ཎ理に関する研究」（研究代表者 㺃 田⫕）からの⥅⥆

研究を⾜った。この㛫の研究の中ᚰは、㠀ṇつ㞠⏝法ᨻ⟇、日本ᆺࢭーフࢿࢸットの再構⠏、ປാ者の集ᅋⓗ┈代

表シス࣒ࢸの再構⠏、日㡑ẚ㍑ປാ法、日⊂ẚ㍑ປാである。㠀ṇつ㞠⏝法ᨻ⟇については、2013 年度に成果を公表し

ている（田⫕・⬥田・▮野ᫀᾈ『ປാ者ὴ㐵と法』日本評論社）。日㡑ẚ㍑ປാ法研究についても、2013 年度に中

㛫ⓗな成果を公表している（す㇂ᩄ・田⫕・ᮔὥᆂ『日㡑ẚ㍑ປാ法Ϩ・ϩ』᪪報社）。

　な࠾、これとྠ時୪⾜して公ົဨປ関ಀの新たなጼをᶍ⣴する研究を 2011 年より⥅⥆して࠾り、2012 年度にはそ

の成果を公表している（田⫕「国ᐙ公ົဨປാ関ಀシス࣒ࢸの大㌿とそのㄢ題」法ᚊ時法 84 ᕳ 2 号 4 㺎 8 号）。

　2012 年 9 月に開催ࡉれた日⊂ẚ㍑ປാ法㺚㺻㺬㺽に࠾いて、「ປാ༠⣙と⚾ⓗ自」というࢸーマで報告を⾜っている。

　その成果は、)ranz	-osef	'uewll	unG	anGere	�+rsg.�,	'as	9erhaltnis	Yon	$rEeitsrecht	unG	=iYilrecht	in	-apan	unG	'eutshclanG,	

2013, S.71-82 に公表している。

氏　　名：田　⫕

所　　属：法学研究科

研究分野：ປാ法、ジェンダーと法

代表業績：		田⫕「ᙜ解㞠のຠ果と⣮த解Ỵ」野田進 㺃 野ᕝᚸ 㺃 ᰗ⃝Ṋ 㺃 山下᪼編『解㞠と㏥⫋の法ົ』（ၟ法ົ）

3�3�33� 㡫

	 	田⫕「㞠⏝分野での㛫᥋ᕪ別 㺃」合ᕪ別」『ㅮᗙジェンダーと法第 �ᕳジェンダー法学がษりᣅくᒎᮃ』

	 （ຍ㝖出∧）�3�66 㡫

釘
貫

　亨

　2012 年度では、㏆代日本ㄒ学説史のླྀ㏙の最⤊ⓗ成を┠ᣦして、ᣍᚅ論文「本ᒃὴ古ㄒ学の㏆代ⓗᛶ᱁」『国ㄒ

と国文学』（東ி大学国ㄒ国文学会 2012 年 12 月）を著して日本ㄒ研究の㏆代の始Ⓨが本ᒃᐉ長のㄒ学ⓗ業績（௬名

㐵い論から日本㡢㡩学を☜立し、ࣁࣤࢽࢸ学からಀり⤖ࡧと活⏝論を立ࡕ上げた。）に᭷ることを論ドした。この成果

のᘏ長上に日本㏆代ㄒ研究会 2012 年度⛅Ꮨ大会（ᐩ山大学）に࠾いてㅮ₇（「明以㝆の㡢㡩学」）を⾜った。ᙜ年度は、

古代日本ㄒのグ㏙ⓗ研究をే⾜して⾜った。2012 年 12 月 9 日ி㒔大学文学部・文学研究科シン࣏ジ࣒࢘に࠾いて、ㅮ

₇（「形態ⓗ特ᚩから見た古代日本ㄒのቑṪ㐣⛬」）を⾜った。

氏　　名：㔥㈏　

所　　属：文学研究科

研究分野：古代日本ㄒ㡢㡩史・文法史、日本ㄒ学説史

代表業績：『「国ㄒ学」の形成とỈ⬦』（ひつじ書ᡣ、���3 年 �� 月）��� 㡫

　　　　　『古代日本ㄒの形態変』（Ἠ書院 ���6 年 �� 月）3�� 㡫
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宮
田

　卓
樹

2012 年度では、⬻のⓎ生の研究を進め、大⬻⓶㉁形成の初期㐣⛬の一➃を解明し、日ⱥ合ྠⓎ生生物学会、Gordon

会㆟でⓎ表し、「1euro�7umor	Biolog\」「BuilGing	multicellular	s\stems	from	cellular	cross�talk」などの国㝿シン࣏ジ࣒࢘で

ᣍᚅㅮ₇した。「Development, Growth & Differentiation」ㄅの特集号編集を⾜なった。ブレインストーミン࣡ࢢークショッ

プ「ከ細⬊動態の力学ⓗไᚚとそのࣔデル」の共࢜ー࢞ナイࢨーをົめた。日本⚄経科学大会のプロࢢラ࣒ጤဨ長を

ົめた。「Cerebral Cortex」 、「ACS Chemical Neuroscience」,「再生་⒪ྀ書：⚄経⣔」論文Ⓨ表した。

氏　　名：ᐑ田　༟ᶞ

所　　属：་学⣔研究科

研究分野：Ⓨ生生物学 �⚄経科学

代表業績：		Mi\ata,	7.,	Kawaguchi,	$.,	2kano,	+.,	anG	2gawa,	M.	$s\mmetric	 inheritance	of	 raGial	glial	 fiEers	E\	cortical	

neurons. Neuron 31, 727-741 （2001）

金
銅

　誠
之

　2012 年度には、ミシ࢞ン大学 Dolgachev ᩍᤵとの共ྠ研究で Coble ᭤㠃のࣔジࣗライ空㛫の᭷理ᛶをド明した .11 

月࢚ジンࣂラ	,CM6	に࠾いて国㝿研究集会「Algebraic geometry, modular forms and applications to physics」を⤌⧊・開

催した . また 5 月㡑国㔩山で開かれた研究集会「:C8	mini�workshop	on	classification	anG	construction	of	algeEraic	Yariet-

ies」,9 月⟃波大学で開催ࡉれた国㝿研究集会「Conference	on	*roups,	92$	anG	5elateG	6tructures	in	+onor	of	Masahiko	

Mi\amoto」࠾よ2013 ࡧ 年 3 月フランス	C,5M	で開催ࡉれた国㝿研究集会「New Trends in Arithmetic and Geometry of 

Algebraic Surfaces」でそれࡒれᣍᚅㅮ₇を⾜った . -sur	Tuartic	+essian	of	space	moGuli	7he	KonGo,	³6.	らに論文 3 編ࡉ

faces and automorphic forms, J. Pure Applied Algebra 216 （2012） 2233-2240, S. Kondo, T. Katsura, Rational curves on the su-

persingular K3 surface with Artin invariant 1 in characteristic 3, J. Algebra 352 （2012）, 299-321, S. Kondo, T. Katsura, A note 

on	a	supersingular	K3	surface	in	characteristic	�,	³*eometr\	anG	$rithmetic´,	6eries	of	Congress	5eports,	European	Math.	6oc.	

（2012） 243-255” をⓎ表した .

氏　　名：㔠㖡　ㄔஅ

所　　属：ከඖ数理科学研究科

研究分野：数学 �代数学 �代数ᗄఱ学

代表業績：	1. Shigeyuki Kondo, A complex hyperbolic structure for the moduli space of curves of genus three, J. Reine Angew. 

Math.	���	（2000）, 219—232.

 2. Shigeyuki Kondo, The automorphism group of a generic Jacobian Kummer surface, J. Algebraic Geom., 7 （1998）, 

589—609. 
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國
枝

　秀
世

　2013 年度では、ከᒙ⭷の高ᛶ⬟の新しいタィに関する論文を 2 本を出∧し、関㐃の༤ኈ論文をᣦᑟした。Ḣᕞの

宇宙ᶵ関が主ᑟする X ⥺観測ミッション（ATHENA）のᥦにཧຍし、2028 年ᡴ上げにྥけて᥇ᢥがỴまった。

氏　　名：ᅧᯞ　⚽ୡ

所　　属：理学研究科

研究分野：;⥺天文学・;⥺⤖ീ光学

代表業績：	³	'esign	anG	faErication	of	a	supermirror	with	smooth	anG	EroaG	response	for	harG	;̺ray telescopes”

	 	<.	<ouwei,	+.	KunieGa.	et	al.	$pplieG	2ptics,	��,	��,	�������33	（2013）

	 ³'\namical	BehaYior	of	;�5a\	6pectra	from	Markarian	���´

	 $.	/ieEmann,	et	al.	$p	-.	9ol.	���,	3�（2014）



佐
藤

　彰
一

　2012 年度には、๓年アラブ㤳長国㐃㑥アブダࣅ所在のࣜࣃ第ᅄ大学（ࢯル࣎ンࢾ）に࠾いて開催ࡉれた国㝿研究集会「中

ୡ諸文明の༑Ꮠ㊰としてのイスラー࣒」でᣍᚅ報告として⾜った「シンࢻࣂ・ࢻは日本まで ? ṇ院ᚚ物による中東と

ᴟ東のᾏὒ交᫆」（文）と題する論文を収㘓した報告集がM.6ot�'.	Balthplem\	（pG）,	/¶,slam	au	Carrefour	Ges	CiYilisa-

tions	MpGipYales,	3836として出∧ࡉれた。C2Eプロࢢラ࣒「ࢸクスト布⨨の解㔘学ⓗ研究とᩍ⫱」の一部として、ࢸク

ストに内在する時㛫は、実の「意論」というフルターを通してࡳたとき、物理ⓗ時㛫と᰿本ⓗに異㉁であること

を論じた「解㔘学と時㛫 — 歴史ࢸクストの時㛫ᛶ —」をᯇ⃝ᏹ編『ࢸクストの解㔘学』、Ỉኌ社に収㘓した。

　ᬑẁの研究活動の一⎔である新刊書の㜀読の成果として、学会ㄅ『すὒ中ୡ研究』第 4 号（2012）に、6.	Baage	et	ali	

(ed.）, Feudalism ：	1ew	/anGscape	of	'aEate,	Brepls,	����㸹 J. Haldon （ed.）,	Mone\,	3ower	anG	3olitics	in	Earl\	,slamic	6\ria	： 

A Review of Current Dabates, Ashgate, 2010 㸹 J. Haword-Johnston, Wittnes to a World Crisis： Historians and Histories of the East 

in	the	6eYenth	Centur\,	2xforG,	����	㸹	M.	McCormick,	Charlemagne¶s	6urYe\	of	the	+ol\	/anG	：	:ealth,	3ersonnel,	anG	BuilGings	

of	a	MeGiterranean	Church	Eetween	$ntiTuit\	anG	the	MiGGle	$ges,	'umEarton	2aks	3ress,	����	㸹 K. Weber, Die Formierung des 

Elsass in regnum Francorum：	$Gel,	Kirche	unG	K|nigtum	am	2Eerrhein	im	merowingischer	unG	fr�karolingischer	=eit,	-an	7hor-

becke, 2011 の 5 を⤂した。

　┠下┒ࢇなໃいを示すࢢローࣂル・ࣄストࣜーについて、このトレンࢻを⥙⨶ⓗにᴫ観した P. K. クロスࣜー『ࢢロー

ストࣜーとはఱか』ᒾ波書ᗑ、2012ࣄ・ルࣂ 年、185 㡫を⩻ヂ出∧した。

　2012 年度に、EU インスࣗࢸࢸートᕞ主催の研究集会（2012 年 11 月 18 日、⚟ᒸዪᏊ大学）「EU とᕷẸ意識の

形成 — 㐣ཤと⌧在、内とእからᒎᮃする―」にᣍ⪸ࡉれ、「シࣕルルマーࣗࢽとࣚーロッࢢ―ࣃローࣂル・ࢥン࢟ࢸ

ストのどⅬから —」と題してᇶㄪㅮ₇を⾜った。

氏　　名：佐藤　ᙲ一

所　　属：日本学ኈ院

研究分野：すὒ中ୡ史

代表業績：	ಟ㐨院と㎰Ẹ̾会ィ文書から見た中ୡ形成期ロ࣡ールᆅ方̾　

	 名古屋大学出∧会　���� 年 ����S�

	 /¶agrarium：	la	charge	pa\sanne	aYant	le	rpgime	Gomanial,	9,e�9,,,e		

	 siqcles,	-ournal	of	MeGieYal	+istor\,	9ol.��,	no.�,	����,	-une　23p.

　2012 年度では、科学研究費により 2009 年度より実施して来た ｢ 大陸自由主義の存在と諸形態 ｣ についてのプロジェ

クト研究を総括した。成果全体を論文集として再編集し公刊することにしたいが、これまでにも、論文 ｢ スミスを読む

フランス ｣（佐々木、田中編『啓蒙と社会―――文明論の変容』2011 年、所収）等、成果の一部を公表している。

　また、2012 年度には、高等研究院研究プロジェクト ｢公共圏の思想史と新しい社会哲学の創生 ｣を開始した。本年度は、

東アジア思想交流の問題に力を入れ、国立台湾大学人文社会高等研究院との共催で「書評会」を開催し（2013 年 3 月 26

日、名古屋大学）、「東アジア思想交流史の方法をめぐって」を報告するなど、研究の広報活動にも努めた。

氏　　名：安藤　隆穂

所　　属：高等研究院、経済学研究科

研究分野：社会思想史

代表業績：		「『内田義彦論―――ひとつの戦後思想史』（鈴木信雄著、日本経済評論社、2010 年）」、『社会思想史研究』第 36号、

2012 年。

安
藤

　隆
穂
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近
藤

　孝
男

2012 年度は、シアࣂࣀクࣜࢸアの時ィタンࣃク㉁ KaiC のࣜン㓟ࢧイクルとໟ括ⓗ㑇ఏᏊⓎ⌧をࣜンクࡏࡉる 3 ᅉ

Ꮚをྠᐃし、そのᶵ⬟を分Ꮚ生物学ⓗに解明した。また、KaiC の⬺ࣜン㓟㐣⛬に見られるᛂᶵᗎも明らかにした。

年度後༙より、ᴫ日時ィの最も᰿※ⓗなⓎᶵ構の解明と生科学に࠾けるタンࣃク㉁の新たなᶵ⬟（情報ฎ理ᶵ⬟）

の解明を┠ᣦし、「シアࣂࣀクࣜࢸアの時ィタンࣃク㉁ KaiC によるᴫ日時㛫の生成ᶵ構」の研究を開始した。

ᚓられた成果は、Circadian autodephosphorylation of cyanobacterial clock protein KaiC occurs via formation of ATP as inter-

meGiate,	-.	Biol.Chem.,	9ol.	���,	pp.	���3�����3�	（2012）、2Yerexpression	of	lal$,	paralog	of	laE$,	is	capaEle	of	affecting	Eoth	

circaGian	gene	expression	anG	cell	growth	in	the	c\anoEacterium	6\nechococcus	elongates	3CC	����,	)EB6	/etter,	9ol.	���,	pp.	

ࡧよ࠾、（2012） 753-759 5paB,	$nother	5esponse	5egulator	2perating	CircaGian	Clock�GepenGent	7ranscriptional	5egulation	in	

6\nechococcus	elongates	3CC	����,	-.	Biol.Chem.,	9ol.	���,	pp.	��3�����3��	（2012） 等として公刊した。

氏　　名：㏆藤　Ꮥ⏨

所　　属：高等研究院、理学研究科

研究分野：時㛫生物学・᳜物生理学

代表業績：		,shiura	M,	Kutsuna	6,	$oki	6,	,wasaki	+,	$nGersson,	C$,	7anaEe	$,	*olGen	66,	-ohnson	C+,	*olGen	66	KonGo	7	（1998） 

Expression	of	a	gene	cluster	kai$BC	as	a	circaGian	feeGEack	process	in	c\anoEacteria.	6cience	���： 1519-1523  

1akaMima	M,	,mai	K,	,to	+,	1ishiwaki	7,	Mura\ama	<,	,wasaki	+,	2\ama	7,	KonGo	7.	（2005）

	 5econstitution	of	CircaGian	2scillation	of	C\anoEacterial	KaiC	3hosphor\lation	in	Yitro.	6cience	3��,	�����

	 	7erauchi	K,	Kita\ama	<,	1ishiwaki	7,	Miwa	K,	Mura\ama	<,	2\ama	7,	KonGo	7.	������	7he	$73ase	actiYit\	of	KaiC	

determines the basic timing for circadian clock of cyanobacteria Proc. Natl Acad. Sci. USA. 104, 16377-16381

福
田

　敏
男 

▱⬟ロࢸ࣎クス、マイクロ 㺃ナࣀロࢸ࣎クスの研究を⾜い、༢細⬊解析からシス࣒ࢸ⤫合までのマルࢳスケール

のィ測・ไᚚ・解析・評౯を⾜っている。ࡉらに⏝ᛂ⏝ࡸ⏘業ᛂ⏝にᒎ開している。

z	 インࣜࢸジェントロ࣎ットのための学⩦に関する研究

z	 ーマンࣗࣄ 㺃࣏ࢧート⏝インࣜࢸジェントケーンのᶵ構とไᚚ

z	 マルࢳロࣔࢥーションロ࣎ットによる⛣動形態の形成に関する研究

z	 インターフェースデࢨインのための生体情報ィ測にᇶ࡙くឤᛶ情報ฎ理

z	 クスに関する研究ࢸ࣎ーマンマン―マシン༠ㄪᆺロࣗࣄ

z	 マルࢳロ࣎ット༠ㄪに࠾ける分ᩓ共᭷㏆く

z	 マイクロロ࣎ット �マイクロ࣓࢝トロࢽクス

z	 ࣒ࢸレーションシスࣗࣆࢽマイクロマ࢜イࣂ

z	 ナࣀマࣗࣆࢽレーションシス࣒ࢸにᇶ࡙いたナࣀラ࣎ラトࣜ

z	 ⾑⟶内⬻እ科手⾡のための་⏝⏝シス࣒ࢸ

氏　　名：⚟田　ᩄ⏨

所　　属：2012 年ᙜ時：名古屋大学大学院ᕤ学研究科（⌧在：名ᇛ大学理ᕤ学部）

研究分野：▱⬟ロ࣎ット �マイクロロ࣎ット・ナࣀロ࣎ットシス࣒ࢸ

代表業績：    7oshio	)ukuGa,	Carlos	7ercero,	M,C52685*E5<	�	$GYances,	6imulations,	anG	$pplications,	3$1	67$1)25'	

38B/,6+,1*	3te.	/tG.,	,6B1	���������3�������,	����
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㉸新ᫍṧ㧁に࠾ける宇宙⥺起※の解明にとりくࡳ、RX J1713.7-3946 に࠾いてᫍ㛫㝧Ꮚと࢞ンマ⥺とのの空㛫分布の

ᑐᛂを明らかにした。これは、࢞ンマ⥺の㝧Ꮚ起※をᙉく示၀し、宇宙⥺㝧Ꮚのຍ㏿を示す重せな⤖果である。ࡉらに、

RX J0852.0-4622 に࠾いてもᫍ㛫㝧Ꮚの分布を解明し、宇宙⥺㝧Ꮚ起※をࡉらにドᣐ࡙けた。また、分Ꮚ㞼ྠኈの⾪✺に

よる大㉁㔞ᫍ形成のㄏ起㐣⛬を観測と理論の୧㠃から᥈ồした。ࡉらに、プランク⾨ᫍによる宇宙背景放射の๓景成分

の研究を⾜い、ᫍ㛫物㉁とࢧブミࣜ波のᐃ㔞ⓗな関ಀを解明した。国㝿天文㐃合シン࣏ジ࣒࢘ 292 を初めとする国㝿会

㆟の⤌⧊ጤဨ (8 ௳ )・ᣍᚅㅮ₇（14 ௳）をᢸᙜし、国㝿ⓗに研究成果をⓎ信した。ᚓられた成果は、³	6uEmillimeter	line	

emission	from	/MC	3�	'oraGus�	7he	impact	of	a	starEurst	on	a	low�metallicit\	enYironment,´	$stronom\			$stroph\sics,	9olume	

544, id.A84, 11 pp.(2012)、³	)ermi	/arge	$rea	7elescope	6tuG\	of	Cosmic	5a\s	anG	the	,nterstellar	MeGium	in	nearE\	Molecular	

Clouds,” The Astrophysical Journal, Volume 755, Issue 1, article id. 22, 16 pp. (2012)、࠾よࡧ	³Molecular	anG	$tomic	*as	in	the	

<oung	7e9	Ȗ�5a\	615s	5;	-���3.��3���	anG	5;	-����.�������	EYiGence	for	the	+aGronic	3roGuction	of	Ȗ�5a\s,´	Cosmic	5a\	in	

6tar�)orming	EnYironments,	$stroph\sics	anG	6pace	6cience	3roceeGings,	9olume	3�.	,6B1	����3�����3������.	6pringer�9erlag	

Berlin	+eiGelEerg,	���3,	p.���等として公表した。 

氏　　名：⚟　ᗣ雄

所　　属：高等研究院、理学研究科㝃属 ༡༙⌫宇宙観測研究ࢭンター長・ᩍᤵ

研究分野：㟁波天文学

代表業績：		���	)ukui,	<.,	��	colleagues�	$	'etaileG	6tuG\	of	the	Molecular	anG	$tomic	*as	towarG	theȖ�5a\	6upernoYa	5emnant	

5;	-���3.��3����	6patial	7e9Ȗ�5a\	anG	,nterstellar	MeGium	*as	CorresponGence.	$stroph\s.	-,	���,	�����,	����.

	 	���	)ukui,	<.,	�3	colleagues�	Molecular	/oops	in	the	*alactic	Center	�	EYiGence	for	Magnetic	)lotation.	6cience,	3��,	

106-109, 2006.

2012 年度にᚓた研究成果のうࡕ , 特に重せな 2 ௳についてグす . 

高ḟඖ Auslander-Reiten 理論に࠾いてᇶ本ⓗな「n ᭷㝈表⌧ᆺከඖ⎔」を┦⿵するものとして「n ↓㝈表⌧ᆺከඖ⎔」

を +erschenG,	2ppermannとの共ྠ研究に࠾いてᑟ入して , ᇶ本ⓗᛶ㉁をㄪた . 重せなຍ⩌のクラスである n ṇ๎ຍ⩌

にᑐして , 㠀ྍ代数ᗄఱ学の手法をᛂ⏝して , ๓射影ከඖ⎔からᐃまる㠀ྍ射影ス࢟ー࣒上の , 0 ḟඖᒙと等౯であ

ることを示した ーレフェルト大学で開かれた第ࣅ . 15 ᅇከඖ⎔の表⌧論国㝿集会で , これらの研究成果に関して 3 ᅇの

㐃⥆ㅮ₇をした . 

Adachi, Reiten との共ྠ研究では , 古ⓗな Brenner�Butlerによる「ഴຍ⩌」を変異理論の観Ⅼから⿵するものとして「Ĳ

ഴຍ⩌」のᴫᛕをᑟ入し , そのᇶ本ⓗᛶ㉁をㄪた . 特に （i） 台 Ĳഴຍ⩌ , （ii） 関手ⓗ᭷㝈なࡡじれ部分圏 , （iii） 2 㡯‽ഴ

」体 , （iv） ᅋഴᑐ㇟（ከඖ⎔が 2 ゅ圏に㝶するሙ合）, の㛫の一ᑐ一ᑐᛂをえた୕࢘ࣖࣅラ࢝ . これらの研究成果に

関して , 東大学 , シࣗࢶット࢞ルト大学 , 信ᕞ大学 , ブࣜストル大学 ラ大学ࣂジン࢚ , ,	M65,での研究集会࠾よࢭࡧミ

ナーでㅮ₇をした . 

氏　　名：ఀ山　ಟ

所　　属：ከඖ数理科学研究科

研究分野：代数学 �	⎔論 �	表⌧論

代表業績：		2.	,\ama,	<.	<oshino,	Mutation	in	triangulateG	categories	anG	rigiG	Cohen�Macaula\	moGules,,nYent.	Math.	���	（2008）, 

no. 1, 117--168.

	 	2.	,\ama,	+igher�Gimensional	$uslanGer�5eiten	theor\	on	maximal	orthogonal	suEcategories,	$GY.	Math.	���	（2007）, 

no. 1, 22--50.

福
井

　康
雄

伊
山

　修
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2012 年度では、「㔞Ꮚ情報理論に࠾けるᇶ♏理論の研究」の成を┠ᣦした⤖果、⤫ィⓗ射、すなࡕࢃ㔞Ꮚシス࣒ࢸ

の⤫ィⓗな構造を⥔ᣢするᢳ㇟ⓗなᆅᅗをⓎ見した。成果は ”Communications in Mathematical Physics” に公刊。また、༙

㔞Ꮚの㠀ᒁ所 games、すなࡕࢃ㔞Ꮚもつれをຠ⋡ⓗにᐹ▱できる、ᒁ部情報をᣢࡕ合ࡏた㐃ᦠⓗな games の一✀をⓎ見

した。成果は、Physical Review Lettersに公刊し、American Physical Societyの࢜ンライン㞧ㄅ Physicsにてࣁイライトࡉれた。

これまでの情報理論の観Ⅼからの㔞Ꮚ測ᐃ㐣⛬の研究をࡉらに᥀り下げ、Mark	M.	:ilGe	（/ouisiana	6tate	8niYersit\） 、

Patrick Hayden （Mc*ill	8niYersit\）と	Min�+siu	+sieh	（Sydney University of Technology）と共ྠ論文をⓎ表した。

2011 年度では、ケンブࣜッジ大学（ⱥ国）、࢜ックスフ࢛ーࢻ大学（ⱥ国）、Perimeter Institute （࢝ナダ）、,C)2（ス

	statistical	Tuantum	of	大学（スイス）でㅮ₇した。ᚓられた成果は、³Comparisonࣂࣀジェࡧよ࠾、（ロナࢭルࣂ、イン࣌

models：	eTuiYalent	conGitions	for	sufficienc\,´	Communications in Mathematical Physics, Vol. 310, pp. 625-647 （2012）、³$ll	en-

tangled states are nonlocal,” Physical Review Letters, Vol. 108, pp. 200401/1-5 （2012）、࠾よࡧ	³7he	information�theoretic	costs	of	

simulating	Tuantum	measurements,´	Journal of Physics A, Vol. 45, pp. 453001/1-67 （2012）. として公刊した。

氏　　名：フランࢳェスࢥ　ブシェーミ

所　　属：高等研究院、情報科学研究科

研究分野：㔞Ꮚ情報、㔞Ꮚ測ᐃ、㔞Ꮚもつれと㠀ᒁ所ᛶ、㔞Ꮚᇶ♏論

代表業績：			³$ll	entangleG	states	are	nonlocal,´	Physical Review Letters, Vol. 108, pp. 200401/1-5 （2012）；	³Comparisons	of	
Tuantum	statistical	moGels：	eTuiYalent	conGitions	for	sufficienc\,´	Communications in Mathematical Physics, Vol. 310, 

pp. 625-647 （2012）.

フランチェスコ　ブシェーミ

中
村

　友
昭

2012 年度は , 波・ᾏᓊ構造物・ᾏᗏᆅ┙・⁻◁の┦互స⏝下に࠾けるᾏᓊ構造物とその࿘㎶ᆅ┙の安ᐃᛶを評౯す

る手法の構⠏にྥけて , ⁻◁ィ⟬に ・ᾐ㏱ⁱ出流・㛫㝽Ỉᅽの影㡪を考慮する手法をᥦした . また , その手法を 3 ḟ

ඖ流体・構造・ᆅ形変㐃成数್ィ⟬ࣔデルにᑟ入し , 㐳上ὠ波による構造物࿘㎶のᒁ所Ὑ᥀⌧㇟の㐺⏝と࣓ࢬࢽ࢝

の解明を⾜った࣒ . この研究にᑐして , 公┈社ᅋ法人ᅵ木学会よりᖹ成 24 年度ᅵ木学会論文㈹がᤵࡉれた . その ,

ὠ波によるケーࢯンの㌿ಽ・ࢥンࢸナの⁻流・ᶫᱱの流出 , 人ᕤὸሙのᆅ形変のྛ⌧㇟にᑐする研究を⾜った . また ,

日本ΰ┦流学会主催のΰ┦流レクࣕࢳーシࣜーࢬに࠾いてㅮ₇を⾜った .

氏　　名：中ᮧ　

所　　属：高等研究院　（来年度：「大学院ᕤ学研究科社会ᇶ┙ᕤ学ᑓᨷ」）

研究分野：ᾏᓊᕤ学

代表業績：	[1]   中ᮧ , Ỉ㇂法⨾（2012）： とᾐ㏱ⁱ出流の影㡪を考慮した⁻◁ィ⟬手法と㐳上ὠ波による陸上構造

物࿘㎶のὙ᥀⌧㇟の㐺⏝に関する研究 , ᅵ木学会論文集 B3（ᾏὒ開Ⓨ）,Vol. 68,No. 1,pp. 12-23.

	 >�@			1akamura,	7.	anG	Mizutani,	1.	（2012）：	7hree�Gimensional	coupleG	ÀuiG�seGiment	interaction	numerical	moGel	for	sus-

penGeG	seGiment	anal\sis,	,nternational	-ournal	of	2ffshore	anG	3olar	Engineering,	,623E,	9ol.	��,	1o.	�,	pp.	3���3��.
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島
田

　和
之

　人ཱྀ高㱋にకい一㈏して⨯ᝈ者数がቑえているᝏᛶࣜンࣃ⭘を中ᚰに造⾑ჾᝏᛶ⭘⒆の⒪成績のྥ上を┠ᣦして

態解明ཬࡧ⒪開Ⓨの研究を⾜っている。

　2012 年度では、ࢳロシン࢟ナーࢮ㜼ᐖ⸆（TKI）⪏ᛶを示した៏ᛶ㦵㧊ᛶⓑ⾑ᝈ者よりᶞ立ࡉれた新つ細⬊ᰴに࠾

ける TKI ⪏ᛶと㞴ᛶⓑ⾑関㐃㑇ఏᏊ EVI1 との関㐃についての研究論文が公刊ࡉれた。また、重ච全マ࢘ス

を⏝いたᝈ者由来初代⭘⒆細⬊を⏝いたᝏᛶࣜンࣃ⭘異✀⛣᳜ࣔデルのస成に╔手し、⮫ᗋ研究に取り⤌ࢇできた⾑

⟶内大細⬊ᆺ B細⬊ࣜンࣃ⭘の生物学ⓗ特ᚩを明らかにする研究に╔手した。一㐃の⾑⟶内大細⬊ᆺ B細⬊ࣜンࣃ⭘

に関する研究により日本⒴学会ዡບ㈹を受㈹した。

氏　　名：ᓥ田　அ

所　　属：高等研究院、་学⣔研究科

研究分野：ᝏᛶࣜンࣃ⭘にᑐする態解明と⒪開Ⓨ

代表業績：	1�	Shimada K et al. （1
st
 of 19）.	5etrospectiYe	$nal\sis	of	,ntraYascular	/arge	B�Cell	/\mphoma	7reateG	:ith	5ituximaE�

Containing	Chemotherap\	$s	5eporteG	E\	the	,9/	6tuG\	*roup	in	-apan.	-	Clin	2ncol.	��： 3189-95. 2008

 2.  Shimada K et al. （1
st
 of 4）.	3resentation	anG	management	of	intraYascular	 large	B�cell	 l\mphoma.	/ancet	2ncol.	

10： 895-902. 2009

西
山

　朋
子

　本研究は、⬨᳝動物に࠾けるጜጒᰁⰍ分体㛫᥋╔࠾よࡧ解㞳の࣓࣒ࢬࢽ࢝を解明することを┠ᶆとする。ጜጒᰁⰍ

分体㛫の᥋╔はࣄࢥーシンとよばれるタンࣃク㉁」合体によってᢸࢃれて࠾り、ࣄࢥーシンの安ᐃᛶは、Sororin, Wapl, 

Pds5 といったいくつかのࣄࢥーシン⤖合ᅉᏊによってไᚚࡉれている。しかしながらこれらのᅉᏊがどのように᥋╔の

☜立ࡸ解㞳をもたらすのか、その分Ꮚ࣓࣒ࢬࢽ࢝は明である。

2012 年度に࠾いては、᥋╔解㞳の࣓࣒ࢬࢽ࢝を解明するため、ࣄࢥーシン⤖合ᅉᏊであり、᥋╔☜立にᚲ㡲である

Sororin の分期に࠾けるࣜン㓟ಟ㣭に╔┠し、そのಟ㣭部を㉁㔞分析により⥙⨶ⓗにỴᐃした。またࣜン㓟ಟ㣭

をᢸう㓝⣲のྠᐃを⾜い、Sororin が Cdk1 と $urora	Bというつの㓝⣲により、分期特異ⓗにࣜン㓟を受け、この

ಟ㣭が Sororin とその⤖合ᅉᏊのタンࣃク㉁㛫┦互స⏝≧態を変ࡏࡉることを明らかにした。

氏　　名：す山　᭸Ꮚ

所　　属：高等研究院、理学研究科

研究分野：ᰁⰍ体生物学研究

代表業績：		1ishi\ama	7,	/aGurner	5,	6chmitz	-,	KreiGl	E,	6chleiffer	$,	Bhaskara	9,	BanGo	M,	6hirahige	K,	+\man	$$,	Mechtler	K,	
3eters	-M.

	 6ororin	meGiates	sister	chromatiG	cohesion	E\	antagonizing	:apl.
 Cell. 143（5）： 737-49, 2010

大
河
原
美
静

2012 年度では、ඛ天ᛶ➽↓力ೃ⩌のᝈ者ࢇࡉの⚄経➽᥋合部でᘬき起こࡉれる態࣓࣒ࢬࢽ࢝の解明を┠ᣦし、

そのཎᅉとして /53�㑇ఏᏊ上の変異を見出した。そして、その変異体たࡥࢇく㉁ᶵ⬟解析を⾜った。また、/53�以
እのいくつかの㑇ఏᏊ⏘物に関しても、⚄経➽᥋合部に࠾けるᶵ⬟を明らかにするため、そのᶵ⬟解析を⾜った。一方、

๓所属のࢻイࢶ⒴ࢭンターと Wnt シࢢナルに関する共ྠ研究も⾜い、DDX3 に関する論文を公刊した。

ᚓられた成果は、³51$	helicase	'';3	is	a	regulator\	suEunit	of	casein	kinase	�	in	:nt�E�catenin	signaling´,	6cience,	9ol.	
339, pp. 1436-1441 （2013）、として公刊した。

氏　　名：大河ཎ　⨾㟼

所　　属：高等研究院、་学⣔研究科

研究分野：⚄経Ⓨ生学、⚄経➽᥋合部の形成ᶵ構の解明

代表業績：   51$	helicase	'';3	is	a	regulator\	suEunit	of	casein	kinase	�	in	:nt�ȕ�catenin	signaling.
	 	Cruciat	CM,	'olGe	C,	Ge	*root	5E,	2hkawara	B,	5einharG	C,	Korswagen	+C,	1iehrs	C.
	 6cience.	���3	Mar	��㸹339（6126）：1436-41. doi：	��.�����science.��3����.	3M,'：23413191 

 $nti�Mu6K	autoantiEoGies	Elock	EinGing	of	collagen	4	to	Mu6K.
	 	Kawakami	<,	,to	M,	+ira\ama	M,	6ahashi	K,	2hkawara	B,	MasuGa	$,	1ishiGa	+,	MaEuchi	1,	Engel	$*,	2hno	K.
 Neurology. 2011 Nov 15㸹77（20）：1819-26. doi：	��.�����:1/.�E��3e3���3�f���.	3M,'：22013178
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安
益
公
一
郎

本年度では、᳜物ホルࣔンの一つであるジ࣋レࣜンにὀ┠して、⥔⟶᮰᳜物の♽ඛ✀であるシダ᳜物に࠾いて、ジ

いてᚓられたシダ᳜物の࠾らに、上グ研究にࡉ。レࣜンᛂ⟅ᶵ構の᭷↓と高等᳜物のᛂ⟅ᶵ構とのẚ㍑᳨ドを進めた࣋

࣒ࣀࢤ �Ⓨ⌧情報を公開するため、⊂自データ࣋ースの構⠏を進めた。一方、高等᳜物であるイࢿをᮦᩱにジ࣋レࣜン

情報ఏ㐩の研究も進め、論文をⓎ表した。

これらのᚓられた成果は、Plant journal ㄅに学⾡論文としてⓎ表した。ࡉらに日本᳜物生理学会に࠾いて、ཱྀ㢌Ⓨ表

を࠾こなった。

氏　　名：安┈公一㑻

所　　属：高等研究院、生物ᶵ⬟開Ⓨ⏝研究ࢭンター

研究分野：᳜物ホルࣔン情報ఏ㐩経㊰の進学ⓗ解析

代表業績：		³7he	suppressiYe	function	of	the	rice	'E//$	protein	6/5�	is	GepenGent	on	its	transcriptional	actiYation	actiYit\.´,	

 Plant journal, vol. 71, p443-453, （2012）

大
塚

　雄
太

　本年度は、18 ୡ⣖から 19 ୡ⣖にかけてのࢻイࢶ思想史の社会思想史ⓗ文⬦の再構成に努めた。まࡎフࣜーࣄࣜࢻ

ୡのᨻ思想・㐨ᚨ哲学に↔Ⅼをᐃめ、ᨻ⟇史ࡸᩍ⫱史に࠾ける研究積を༑分に活⏝しながら、その思想史ⓗ意義

をᥦ示した。特にフランス啓蒙思想との関㐃に࠾いてそれをᥦ示しえたことは、特➹すき成果である。また、࣓ ーࢨー

に࠾ける理論と実㊶の問題、そのᑐᢠ㍈となった࢝ントの㐨ᚨ哲学、あるいはフࢸࣄのフランス㠉評౯などに࠾け

る諸論Ⅼの᳨ウ、ࢻイࢶ啓蒙からフランス㠉を経てロマン主義の時代に⮳るまでのど野ᣑ大によって、社会思想史ⓗ

文⬦のⓎ᥀と再構成を╔実に進ᒎࡏࡉた。

氏　　名：大ሯ　雄ኴ

所　　属：高等研究院、経済学研究科

研究分野：㏆代ࢻイࢶ社会・経済思想史

代表業績：  大ሯ雄ኴ「クࣜスࢸアン・࢞ルࣦェに࠾けるࢻイࢶ㏆代ീの成立―「古代・㏆代సᐙ論」にࡳる通哲

学の新ᆅᖹ」、『日本 18 ୡ⣖学会年報』、日本 18 ୡ⣖学会、第 25 号、62-75 ージ、2010࣌ 年。

  大ሯ雄ኴ「クࣜスࢸアン・࢞ルࣦェに࠾ける人㛫・社会・ࣔラル―「流⾜論」にࡳる⌧実ⓗ人㛫と通

哲学のྍ⬟ᛶ」、『社会思想史研究』、藤ཎ書ᗑ、第 32 号、78-93 ージ、2008࣌ 年。

金

　秀
光

2012 年度では、高ࢿ࢚ルࢠーຍ㏿ჾ研究ᶵ構と共ྠでࢿ࢚ルࢠーᅇ収ᆺࣜࢽアックの開Ⓨを始めた。このィ⏬には、

大㟁流・ప࢚ミッタンス・▷ࣃルスの㟁Ꮚࣅー࣒がᚲせである。⚾は新ᮦᩱ GaInP をᑟ入し、ᚑ来の GaAs より高い㔞

Ꮚຠ⋡が☜ㄆࡉれた。これは、GaInP ᮦᩱ⣔は E5/に༑分ᛂ⏝できるドである。後、このᮦᩱ⣔を⏝いて、実㝿大㟁

流の実㦂を⾜うணᐃである

2012 年度では、㡑国㔩山、中国の㤶 、クロアࢳアの Dubrovnik などで開いた国㝿会㆟に出ᖍし、ㅮ₇を⾜った。ᚓ

られた成果は、�.	³$nal\sis	of	thickness	moGulation	in	*a$s�*a$s3	straineG	superlattice	E\	7EM	oEserYation´	-.	Cr\st.	*rowth,	

Vol. 353, 84 ࠥ 87 （2012）、�.	³)ourfolG	increase	of	Tuantum	efficienc\	in	highl\	spin�polarizeG	transmission�t\pe	photocathoGe´	

Jpn. J. Appl. Phys., Vol. 51, 108004 （2012）、その 4 ௳に公刊した。

氏　　名：㔠　⚽光

所　　属：高等研究院、シンクロトロン光研究ࢭンター

研究分野：⤖ᬗᮦᩱ、㟁Ꮚデࣂイス

代表業績：		³)ourfolG	increase	of	Tuantum	efficienc\	in	highl\	spin�polarizeG	transmission�t\pe	photocathoGe´	-pn.	-.	$ppl.	3h\s.,	

Vol. 51, 108004 （2012）
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中

　竜
大

2012 年度は、㉸高分解⬟ཎᏊ᰾ᯈによる方ྥឤ度をᣢったᬯ㯮物㉁᥈⣴実㦂を┠ᣦした᳨出ჾデࣂイス開Ⓨを⾜い、

ン銀⤖ᬗをより安ᐃにᚤ細するための᰾ᚰⓗな手法を開Ⓨした。、また、光学㢧ᚤ㙾とࢤロࣁ X ⥺㢧ᚤ㙾をే⏝し

た解析シス࣒ࢸを実⏝ࡏࡉることに成ຌし、ᴟ▷Ⲵ㟁⢏Ꮚ飛㊧の解析をᐃ㔞ⓗに⾜うをྍ⬟にした。また、イタࣜア

との国㝿共ྠ研究の立ࡕ上げ、理論物理学者との共ྠ研究なども୪⾜して᥎進した。

　2012 年度では、࣋ルン大学（スイス）にてᣍᚅㅮ₇を⾜うとともに、,'M����国㝿会㆟にて研究⤖果の報告を⾜った。

これらの⤖果は、³6uEmicron	track	reaGout	in	fine�graineG	nuclear	emulsions	unGer	optical	microscop\.´,	1,M	$	���	（2012） 12-

��,	³)ine	*raineG	1uclear	Emulsion	for	+igher	5esolution	7racking	'etector´,		1,M$	�����,	'2,：10.1016/j.nima.2012.11.106, 

ࡧよ࠾ ´,sospin	9iolating	'ark	Matter	6earch	E\	1uckear	Emulsion	'etector´,	37E3	��������（2012）などでⓎ表ࡉれた。

氏　　名：中　❳大

所　　属：高等研究院、⣲⢏Ꮚ宇宙起※研究ᶵ構・⌧㇟解析研究ࢭンター

研究分野：⣲⢏Ꮚ実㦂、方ྥឤ度をᣢったᬯ㯮物㉁᥈⣴実㦂

代表業績：		K. Kimura and T. Naka	³6uEmicron	track	reaGout	in	fine�graineG	nuclear	emulsions	unGer	optical	microscop\.´,	1,M	$	
680 （2012） 12-17 

  T. Naka,	7.	$saGa,	7.	Katsuragawa,	K.	+akamata,	M.	<oshimoto,	K.	KuwaEara,	M.	1akamura,	2.	6ato,	7.	1akano,	
<.7awara,	*.	'e	/ellis,	C.	6irignano,	1.	'¶$mErossio,	³)ine	*raineG	1uclear	Emulsion	for	+igher	5esolution	7rack-

ing	'etector´,		1,M$	�����,	'2,：10.1016/j.nima.2012.11.106

進
藤
有
一
郎

⫵⅖は⮴Ṛ⋡が高く⪏ᛶ⳦のቑຍも問題となっている重せᝈである。そのຠ果ⓗかつຠ⋡ⓗな⒪戦␎の構⠏は

重せㄢ題である。2012 年度には、2010 年度に開始した「⫵⅖ᝈ者にᑐする๓ྥきከ施タ共ྠ研究」の 1500 ㉸の大つ

ᶍ⮫ᗋデータ解析を⾜い、㐣ཤの入院歴、ච全、ᢠ⳦⸆⏝歴、ไ㓟⏝、経⟶ᰤ㣴、自力Ṍ⾜⬟の 6 つのᅉ

Ꮚが⒪Ỵᐃ時に考慮ࡉれるき⪏ᛶ⳦のࣜスクᅉᏊであることを明示した。5 つのᅉᏊの合ィ数ӌ 1 個であれば⪏ᛶ

⳦を考慮2、ࡎࡏ 個以上で⪏ᛶ⳦を考慮した広ᇦᢠ⳦⸆をᢞすることをᥦゝした。またこれらのᅉᏊはᕷ中⫵⅖⩌と

་⒪ケア関㐃⫵⅖⩌で共通して࠾り、2 ⩌に分かれていたᚑ来の࢞イࢻラインの⒪戦␎を⤫一できるྍ⬟ᛶを示した。

この成果は、CHEST 2012 （Atlanta, 2012）でཱྀ㢌Ⓨ表した。ࡉらに国内㞧ㄅ 7 報にて⫵⅖⒪のᥦゝ等を公刊した。

氏　　名：進藤　᭷一㑻

所　　属：高等研究院、་学⣔研究科

研究分野：྾ჾឤᰁに࠾ける⒪戦␎の構⠏

代表業績：   1.     Shindo Y,	,to	5,	KoEa\ashi	',	et	al.	5isk	)actors	for	'rug�5esistant	3athogens	in	Communit\�$cTuireG	anG	+ealth-

care�$ssociateG	3neumonia.	$m	-	5espir	Crit	Care	MeG	���3㸹 188：985-995.

 2.   Shindo Y,	6ato	6,	Maru\ama	E,	et	al.	+ealth�care�associateG	pneumonia	among	hospitalizeG	patients	in	a	-apanese	

community hospital. Chest 2009㸹 135：633-640.

鈴
木

　臣

　2012 年度は , ける大Ẽ光・ライダー観測の解析から࠾ェーに࢘ルࣀ , 成ᒙ圏から中㛫圏⏺㠃に⮳る大Ẽ重力波の㖄直ఏ

ᦙを観測ⓗに明らかにした . また , 」数台の大Ẽ光࣓࢝ラのྠ時観測データ解析⎔ቃを構⠏し , 日本全ᅵをそうど野での中

㛫圏大Ẽ波動のイ࣓ージンࢢ解析をྍ⬟にした . これによりỈᖹ方ྥ 1800 km 以上にࢃたるఏᦙ構造をᣢつ大Ẽ重力波を

初めてᤊえることに成ຌした .

　これらの成果は ,American Geophysical Union Fall meeting,The 3rd International Symposium on the Arctic Research などの国㝿会

㆟で報告し , ⅆᫍ大Ẽ圏・㟁☢圏研究会に࠾いてᣍᚅㅮ₇をした . また		³9ertical	propagation	of	a	mesoscale	graYit\	waYe	from	
the lower to the upper atmosphere”, Journal of Atmospheric and Solar-Terrestrial Physics, 97, 29-36, （2013） ࠾よࡧ ”Evidence of gravity 

waYe	Gucting	in	the	mesopause	region	from	airglow	network	oEserYations´,	*eoph\sical	5esearch	/etters,	��,	���±���	（2013） として公

刊した .

氏　　名：鈴木　⮧

所　　属：高等研究院、ኴ㝧ᆅ⌫⎔ቃ研究所

研究分野 : ㉸高ᒙ大Ẽ物理学

代表業績 �	 	6uzuki,	6.,	K.	6hiokawa,	<.	2tsuka,	6.	Kawamura,	anG	<.	Mura\ama,	EYiGence	of	graYit\	waYe	Gucting	in	the	mesopause	
region	from	airglow	network	oEserYations,	*eoph\sical	5esearch	/etters,	��,	���±���,	Goi：��.���������*/������,	���3.

	 	6uzuki,	6.,	).�-.	/ueEken,	*.	Baumgarten,	1.	KaiÀer,	5.	Eixmann,	B.	3.	:illiams,	anG	7.	1akamura,	9ertical	propagation	of	a	
mesoscale gravity wave from the lower to the upper atmosphere, Journal of Atmospheric and Solar-Terrestrial Physics, 97, 29-

36, 2013.
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野
川

　晃
佑

2012 年度は , ༢一⳦㥑動マイクロロ࣎ットの㐠動特ᛶのᐃ㔞評౯を⾜ない , 数・⨨をไᚚして⤌立てたሙ合は , 㐠

動ᛶが高い上に⳦本来の動きの特ᛶを直᥋ⓗにᫎしていることを明らかにした . この成果は , 細⳦㥑動マイクロロ࣎

ットのไᚚを考えたሙ合に , ຠ⋡Ⰻく細⳦本来の特ᛶをไᚚにᛂ⏝できることを示し , ༢一⳦㥑動マイクロロ࣎ットの

᭷⏝ᛶをけるものである .

また , JSPS ⤌⧊ⓗなⱝ手研究者等ᾏእὴ㐵プロࢢラ࣒により ,9 月から 2013 年 2 月の 6 ࣨ月㛫࢜ックスフ࢛ーࢻ大学 R. 

Berr\ㅮᖌのࢢループに␃学し ,「ྍ変なእ部トルク༳ຍによる༢一⳦体に࠾けるトルク̺スࣆーࢻィ測」の研究を⾜った .

研究成果は , 書⡠࠾よࡧ国㝿会㆟M,6����等で公表した .

氏　　名：野ᕝ　భ

所　　属：高等研究院㸪ᕤ学研究科

研究分野：マイクロ・ナࣀマシン

代表業績：		Toshio Fukuda, Kousuke Nogawa,	Masaru	KoMima,	Masahiro	1akaMima,	anG	Michio	+omma,	³Chapter	��：	/ocal	

EnYironmental	Control	7echniTue	 for	Bacterial	)lagellar	Motor,´	 in	1ano5oEotics： Current Approaches and 

7echniTues,	Constantinos	MaYroiGis,	$ntoine	)erreira,	EGs.	1ew	<ork： Springer, pp. 411-423, 2013.

中
道

　範
人

　2012 年度では、᳜物のᴫ日時ィに関ࢃる㌿ㄪ⠇ᅉᏊ 36E8'2�5E63216E	5E*8/$7256	�	（PRR5）がᨭ㓄する㌿

ࢿット࣡ークを理解することを┠ⓗとした。PRR5 のクロマࢳンචỿ㝆⏬分にྵまれる DNA ᩿∦を高㏿ DNA シー

ク࢚ンࢧーで解析し、୪⾜して人ᕤⓗな㌿活ᛶᆺPRR5をⓎ⌧する᳜物のマイクロアレイ解析を⾜った。それにより、

PRR5 が直᥋ⓗにไᚚする㑇ఏᏊ⩌をྠᐃした。この㑇ఏᏊ⩌のⓎ⌧は、ᴫ日࣒ࣜࢬを示し、そのⓎ⌧ࣆークは明け方

からであった。また PRR5 の直᥋ไᚚ㑇ఏᏊ⩌には、ⰼⱆ形成、⤌⧊のఙ長、ప温ストレスのᛂ⟅に㘽となる㌿ᅉ

Ꮚをࢥーࢻするものがྵまれて࠾り、時ィᶵ構から出力⣔⌧㇟の経㊰が明らかとなった。

ᚓられた成果は、1akamichi	et	al.,	µ7ranscriptional	repressor	355�	Girectl\	regulates	clock�output	pathwa\s¶	Proc Natl Acad Sci 

U S A 109： 17123-17128, 2012

として刊⾜した。

氏　　名：中㐨　⠊人

所　　属：トランスフ࢛ーマࢸブ生分Ꮚ研究所　:3,�,7EM、理学研究科

研究分野：᳜物生理、分Ꮚ生物学

代表業績：  （1）		1akamichi	 et	 al.,	 µ36E8'2�5E63216E	5E*8/$7256	�,	�,	 anG	�	are	 transcriptional	 repressors	 in	 the	
$raEiGopsis	circaGian	clock¶	Plant Cell 22： 594-605, 2010

	 （2）		1akamichi	et	al.,	µ7ranscriptional	repressor	355�	Girectl\	regulates	clock�output	pathwa\s¶	Proc Natl Acad Sci U 

S A 109： 17123-17128, 2012

伊
藤

　照
悟

　✀Ꮚ᳜物がᆅ⌫上で⦾ᰤし、生存をࡕ取っていくためには、ᆅ⌫の公㌿にకうᏘ⠇変をண測し最も㐺したタイミ

ンࢢでⰼⱆ形成し、✀Ꮚをከくᚓることがᚲせである。この⌧㇟をྍ⬟にしているのがᴫ日時ィᶵ構と光࿘ᛶⰼ成ᶵ構

である。2012 年度では、University of Washington のࢢループとᘬき⥆き共ྠで研究を⾜い、2011 年度に報告したⰼ成を

ಁ進する CO 㑇ఏᏊの㌿を活ᛶする )B+ᅉᏊ⩌にຍえて、ከくの新つ㌿ᅉᏊೃ⿵をⓎ見した。また、CO 㑇ఏᏊ

がⴥの⥔⟶᮰⤌⧊特異ⓗにⓎ⌧していることから⥔⟶᮰⤌⧊のࡳにⓎ⌧する㑇ఏᏊを⥙⨶ⓗに解析するための解析手法と、

実㦂ᮦᩱのస成を⾜った。

氏　　名：ఀ藤　↷ᝅ

所　　属：高等研究院、生㎰学研究科　ͤ 2014 年 4 月よりி㒔大学理学研究科に異動

研究分野：᳜物生理学・分Ꮚ生物学・時㛫生物学

代表業績：		́ 	)/2:E5,1*	B+/+	transcriptional	actiYators	control	expression	of	the	photoperioGic	Àowering	regulator	CONSTANS 

in Arabidopsis”, Proc Natl Acad Sci U S A, Vol. 109, pp. 3582-3587 （2012）

	 	³	/29	Gomain	containing	)�Eox	proteins： light-dependent protein degradation modules in Arabidopsis, Molecular 

Plant, Vol.5, pp.573-582 （2012）
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ポ
タ
ワ
ン

　

パ
ヌ
フ
ォ
ン

2012 年度では、࣏タ࣡ン　ࢾࣃフ࢛ン理論の成を┠ᣦして、ࣗࣜࢯーションプラࢬマを⏝いたナࣀ流体合成を解明

した。また、これまでのࣗࣜࢯーションプラࢬマのⅬに関する研究をࡉらに᥀り下げ、ࣂイ࣓タルナࣀ流体合成、㠀

㈗㔠属ナࣀ流体合成について研究した。一方、ⷧᒙ࣎࢝ンをࢥーࢸンࢢした࣓࣏ࢯーラスシࣜ࢝のಟṇの研究も⾜い、

Nanotechnology に関する論文を公刊した。

2012 年 8 月 26-31 日では、㡑国のプࢧンで 7he	,nternational	8nion	of	Materials	5esearch	6ociet\�	,nternational	Conference	in	
Asia 2012 会㆟に࠾いて、ᣍᚅㅮ₇をした。ᚓられた成果は、³6\nthesis	anG	characteristics	of	$g�3t	Eimetallic	nanocomposites	
by arc-discharge solution plasma processing”, Nanotechnology, Vol. 23, pp. 395602 （2012）、࠾よࡧ	³'ischarge	time	GepenGence	of	a	
solution plasma process for colloidal copper nanoparticle synthesis and characteristics”, Nanotechnology, revised 等として公刊した。

氏　　名：࣏タ࣡ン　ࢾࣃフ࢛ン

所　　属：高等研究院、ࣜࢢーンࣔࢸࣜࣅ㐃ᦠ研究ࢭンター

研究分野：ナࣀᮦᩱ、ࢿ࢚ルࢠーᢏ⾡、ࣗࣜࢯーションプラࢬマ

代表業績：	>�@	³		6\nthesis	anG	characteristics	of	$g�3t	Eimetallic	nanocomposites	E\	arc�Gischarge	solution	plasma	processing´,	
Nanotechnology, Vol. 23, pp. 395602 （2012）.

	 >�@	³		'ischarge	time	GepenGence	of	a	solution	plasma	process	for	colloiGal	copper	nanoparticle	s\nthesis	anG	character-
istics”, Nanotechnology, revised.

吉
田

　健
太

2012 年度は、㔠ナࣀ⢏Ꮚ表㠃のゐ፹ᛂሙとしてのྍ⬟ᛶを᥈⣴した。デࢻ࣊࢝ラル㔠ከ重ᬗ⢏Ꮚ {111} 表㠃のᒁ

所ṍࡳと C2྾╔特ᛶに関する論文を刊⾜した。また、高分解⬟㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾そのሙ観ᐹを㔠ከ重ᬗ⢏Ꮚ࠾よࡧⓑ㔠ク

ラスターにᛂ⏝し、㔠 {111} 表㠃の⤖ᬗ成長とⓑ㔠༢ཎᏊの⇕ᣑᩓをࣜアルタイ࣒でどぬすることに成ຌした。ᚓられ

た成果は、³2n	the	6tructural	2rigin	of	the	Catal\tic	3roperties	of	,nherentl\	6traineG	8ltrasmall	'ecaheGral	*olG	1anoparticles´,	Nano 

Lett., Vol. 12, pp. 2027-2031 （2012）、³'irect	oEserYation	of	the	initial	process	of	2stwalG	ripening	using	spherical	aEerration�correcteG	
transmission electron microscopy”, J. Electron Microsc., Vol. 61, pp. 99-103 （2012）、࠾よࡧ ³2n	the	effect	of	atomic	structure	on	the	
activity and deactivation of catalytic gold nanoparticles”, Chem. Cat. Chem., Vol. 4, pp. 1638-1644 （2012）等として公刊した。

2012 年度では、ᕤ学院大学、自↛科学研究ᶵ構大学、࠾よࡧ名ᇛ大学でᣍᚅㅮ₇をした。

氏　　名：ྜྷ田　ኴ

所　　属：高等研究院、ࢥ࢚トࣆア科学研究所

研究分野：㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾、そのሙ、トࣔࢢラフー、ゐ፹、ナࣀ⢏Ꮚ

代表業績：	³		6pecific	6urface	$rea	anG	7hree�'imensional	1anostructure	Measurements	of	3orous	7itania	3hotocatal\sts	E\	Elec-
tron Tomography and Their Relation to Photocatalytic Activity”, Microsc. Microanal., Vol. 17, pp.264-273 （2012）

	 ³		,n	situ	high�resolution	transmission	electron	microscop\	oEserYation	of	photoGecomposition	process	of	pol\�h\Gro-

carEons	on	catal\tic	7i2
2
	films´,	Appl. Phys. Lett.., Vol. 84, pp.2542-2544 （2004）

大
森
有
希
子

　2012 年度では、デラックࢥーンᆺのࢿ࢚ルࢠー分ᩓをᣢつ分Ꮚᛶᑟ体 Įᆺ BE'7�77)ሷの研究に╔手し、このሷ

に࠾ける࢚ッジ≧態を ㄪた。その⤖果、⤯⦕体≧態である㟁Ⲵ⛛ᗎ┦が、ࢮロࣕࢠップ┦との┦ቃ⏺㏆ഐでఏᑟᛶを

ᣢつ࢚ッジ≧態を᭷することを明らかにし、これが ┦㌿⛣㏆ഐで観測ࡉれた⇕㟁㍺㏦の異ᖖのཎᅉであるྍ⬟ᛶを示した。

これらの成果を 2012 年日本物理学会⛅Ꮨ大会（ᶓ国立大）にて報告し た。また、ࣗࢳーࣜッࣄᕤ科大学にて共ྠ研

究を開始し、Mott⤯⦕体 / 。けるᴟᛶຠ果についての研究に╔手した࠾ロ構造にࢸ࣊体による⦖⤯ࢻンࣂ

氏　　名：大᳃᭷ᕼᏊ

所　　属：高等研究院、理学研究科

研究分野：物ᛶ理論、ᙉ┦関㟁Ꮚ⣔

代表業績：	・	Mean�fielG	theor\	of	intra�molecular	charge	orGering	in	（77M�773）I3, J. Phys. Soc. Jpn., Vol.80, pp.024707, （2011） 

 ・			Ab initio derivation of multi-orbital extended Hubbard model for molecular crystals, J. Chem. Phys., Vol.136, 

pp.044519 （2012）
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加
藤

　孝
盛

　2012 年度は , ὸỈ波方⛬ᘧを㏆ఝすることでᑟ出ࡉれる Kawahara 方⛬ᘧにᑐする初期್問題の時㛫大ᇦⓗ㐺ษᛶ（解

の存在 , 一意ᛶ , 初期್に関する㐃⥆౫存ᛶ）を解明する研究を⾜った . そこで㠀⥺形㡯を༢なる⥺形㏆ఝとしてᢅうの

ではなく , そのᗄఱ学ⓗな構造をᛅ実にᫎした関数空㛫を構成し , それにಖ存๎のᴫᛕをらかࡉがᝏいクラスにᣑᙇ

するという手法である I-method を㐺⏝することによって , Kawahara 方⛬ᘧの時㛫大ᇦⓗ㐺ษᛶが成立するṇ๎ᛶの᮲௳

を分㢮することに成ຌした . この⤖果が評౯ࡉれ 第ࡸミナー（ᇸ⋢大学）ࢭいたま数理解析ࡉ , 5 ᅇ名古屋ᚤ分方⛬ᘧ

研究集会（名古屋大学）でᣍᚅㅮ₇のᶵ会をᚓた . また2012年度に論文としてまとめ , Ⓨ⾜ࡉれたものは以下の2つである . 

>�@	7akamori	Kato,	CC:ell�poseGness	for	the	fifth	orGer	KG9	eTuation¶¶,	)ankcialaM	EkYacioM,	Yol.	��,	pp.	��²�3,	����.	
>�@	7akamori	Kato,	CC/ow	regularit\	well�poseGness	for	the	perioGic	Kawahara	eTuation¶¶,	'ifferential	anG	,ntegral	ETuations,	Yol.	
25, no. 11—12, pp. 1011—1036, 2012.

氏　　名：ຍ藤　Ꮥ┒

所　　属：高等研究院、ከඖ数理科学研究科（2013 年度より所属）

研究分野：㠀⥺形分ᩓᆺ方⛬ᘧとㄪ解析

代表業績：		>�@		7akamori	Kato,	CC:ell�poseGness	for	the	fifth	orGer	KG9	eTuation¶¶,	)ankcialaM	EkYacioM,	Yol.	��,	pp.	��²�3,	����.	
	 >�@		 	7akamori	Kato,	CC/ow	regularit\	well�poseGness	for	 the	perioGic	Kawahara	eTuation¶¶,	'ifferential	anG	,ntegral	

ETuations,	Yol.	��,	no.	��²��,	pp.	����²��3�,	����.

坂
元

　一
真

���� 年度は '\VWURSKLF	HQGEDOO の細⬊生物学ⓗ特ᛶに関する研究を⾜った。'\VWURSKLF	HQGEDOO はᦆയ中ᯡ⚄経㍈⣴

に態特異ⓗに見られる変ᛶ構造であり、この理解が⬨㧊ᦆയなど中ᯡᝈᦆയᝈのඞ᭹につながる。研究の⤖果、

ṇᖖ成長㗹から '\VWURSKLF	 HQGEDOO の WUDQVIRUPDWLRQ にはケラタン◲㓟・ࢥンࢻロイࢳン◲㓟の୧◲㓟⢾㙐がᚲ

㡲であることを☜ㄆした。また '\VWURSKLF	 HQGEDOO は空⬊変ᛶが主せな理ⓗ特ᚩであるが、この空⬊の細⬊生物学

ⓗ起※についてもྠᐃした。

氏　　名：ᆏඖ　一┿

所　　属：高等研究院、་学⣔研究科（2013 年度より所属）

研究分野：⚄経再生・ྍረᛶ

代表業績：		>�@6akamoto	K,	KaGomatsu	K,	�MiGkine	in	 the	patholog\	of	cancer,	neural	Gisease,	anG	inflammation.�	3athol	,nt.	

62445-455, 2012

	 	>�@6akaki	K,	<amamoto	$,	MatsuEara	K,	1akamura	6,	1aruse	M,	<amagata	M,	6akamoto	K,	7auchi	5,	:akao	1,	

,magama	6,	+iEi	+,	KaGomatsu	K,	,shiguro	1,	8eGa	M.	�+uman	Gental	pulp�GeriYeG	stem	cells	promote	locomotor	

recovery after complete transection of the rat spinal cord by multiple neuro-regenerative mechanisms." J Clin Invest. 

122:80-90, 2012

福
田

　真
希

　2012 年度は、古代から 19 ୡ⣖に⮳るまでのフランスに࠾ける、ᜠ㉧とᶒ力の関ಀについての学論文『フランスに

た。本論文は、2010ࡏࡉけるᜠ㉧の法ไ史ⓗ研究』を成࠾ 年 6 月から 2012 年 6 月にかけて『名古屋大学法ᨻ論集』

に㐃㍕ࡉれた、ྠ名の論文を大ᖜにຍ➹・ಟṇしたものであり、2013 年 3 月には、日本学⾡⯆会⫱ᚿ㈹を受㈹した。

そのの成果としては、2012 年 3 月に、本学法学研究科とࣜࣃ第 13 大学により共催ࡉれたシン࣏ジ࣒࢘（Droits de 

I'homme en Asie et en Europe:Consecration-Institutions-Protection, Paris le 23 mars 2012）に࠾けるフランスഃ報告の⩻ヂ（▼

୕グ┘ヂ、⚟田┿ᕼヂ「シン࣏ジ࣒࢘　アジアとࣚーロッࣃに࠾ける人ᶒ í☜立・ไ度・ಖㆤ í」『名古屋大学法ᨻ論集』

第 248 号、2013 年、79-175 。ージ）などがある࣌

氏　　名：⚟田　┿ᕼ

所　　属：高等研究院、法学研究科（2013 年度より所属）

研究分野：フランスに࠾けるฮ法とᶒ力の関ಀの歴史

代表業績：  ⚟田┿ᕼ「フランスに࠾けるᜠ㉧の法ไ史ⓗ研究（1）ࠥ（8・）」『名古屋大学法ᨻ論集』第 236 ࠥ 238 号、

第 240 ࠥ 244 号、pp. 245-287, 109-151, 101-145, 241-280, 201-242, 319-355, 97-136, 95-129、2010 年ࠥ 2012 年。

  ⚟田┿ᕼ「フランスに࠾ける㨱ዪと国ᐙ―㨱ዪุとᝏ㨱学に࠾ける「㏆代ᛶ」―」『思想』ᒾ波書ᗑ、

2012 年 2 月号、pp. 30-47。
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米
澤

　康
好

　ここ数年 ,	Marco	Mackaa\	（Algarve 大学 大	ル） と Gisa Schäfer （Bonn࢞ルト࣏ , と共ྠ研究を （ࢶイࢻ ,

⾜ってきた .	Mackaa\	氏とは A ᆺ	K/5	代数の表⌧を⾜ิᅉᏊの圏を⏝いて構成する研究を⾜い , ⌧在論

文を‽ഛ中である . Schefaer 氏とは	KhoYanoY±5ozansk\	ホࣔロジーに㝶する࣎ࢥルデ࣒ࢬ圏の構成に

取り⤌ࢇでいる .

氏　　名：⡿⃝　ᗣዲ

所　　属：高等研究院、ከඖ数理科学研究科（2013 年度より所属）

研究分野：పḟඖト࣏ロジー、表⌧論

代表業績：<.	<onezawa：	4uantum	（sl
n
, ҍ V

n）	link	inYariant	anG	matrix	factorizations,	1ago\a	Math.	-.	���	（2011）, 69–123.

宮
田

　真
路

　2012 年度は、成体に࠾いて⚄経ྍረᛶがప下するᶵ構の解明を┠ᣦした研究によって、ࢥンࢻロイࢳン◲㓟の◲㓟

ンࢳロイࢻンࢥいて࠾スに࢘らに、マࡉ。れるᶵ構を明らかにしたࡉターンによってどぬ野の║ඃᛶྍረᛶがไᚚࣃ

◲㓟の◲㓟ࣃターンを㑇ఏⓗにᨵ変することで、成体に࠾いても⚄経ྍረᛶを⥔ᣢできることを示した。

　2012 年度では、日本生学会㏆␥ᨭ部会のㅮ₇に࠾いて最ඃ⚽Ⓨ表㈹をᤵࡉれ、新学⾡㡿ᇦ「⚄経⢾㙐生物学」

のⓎ表に࠾いて最ඃ⚽㈹をᤵࡉれた。また Neuroscience 2012 （7he	3�th	$nnual	Meeting	of	-apan	1euroscience	6ociet\）
に࠾いてᣍᚅㅮ₇を⾜った。ᚓられた成果は、”Persistent cortical plasticity by upregulation of chondroitin 6-sulfation.” Nature 

Neuroscience vol. 15, pp. 414-22 （2012）として公刊した。

氏　　名：ᐑ田　┿㊰

所　　属：高等研究院、生物ᶵ⬟開Ⓨ⏝研究ࢭンター（2013 年度より所属）

研究分野：⢾㙐生物学、⚄経科学

代表業績：	1.   Mi\ata,	6., Komatsu, Y., Yoshimura, Y., Taya, C., Kitagawa, H. （2012） Persistent cortical plasticity by upregulation 

of chondroitin 6-sulfation. Nature Neuroscience vol. 15, pp. 414-22

 2.   Mi\ata,	6.,	<amakawa,	1.,	7ori\ama,	M.,	6ato,	C.,	KitaMima,	K.	（2011） Co-expression of two distinct polysialic 

aciGs,	Į�,��	anG	Į�,��linkeG	pol\mers	of	1�acet\lneuraminic	aciG,	in	Gistinct	gl\coproteins	anG	gl\colipiGs	in	sea	
urchin sperm. Glycobiology vol. 21, pp 1596-1605

松
崎

　真
也

　2013 年度は、㉁㔞の力学ⓗ起※を説明する理論に࠾けるレプトンの異ᖖ時期⬟⋡のィ⟬を⾜い、後の実㦂のணゝ

を㆟論しその成果が Phys.Rev. D88 （2013） 055001 にᥖ㍕ࡉれた。一方、数್実㦂によって理論のணゝする」合ࣄッࢢス

⢏Ꮚの⤖合のᙉࡉとその㉁㔞をྠ時に測ᐃする方法論をᥦၐした。その⤖果は 3h\s.5eY./ett.にᥖ㍕ணᐃである。また、

」合ࣄッࢢスがトップク࢛ークの物理とᙉく関ಀするྍ⬟ᛶを㆟論し、新しい」合ᶍᆺをᥦၐし、その /+C実㦂での

⌧㇟論を解析した。その⤖果を 2 本の論文としてまとめて、ともに Phys.Rev.D にᥖ㍕ணᐃである。ࡉらに、⌧在（3 月

時Ⅼ）でこれらの研究のⓎᒎを㆟論する 3、4 本の論文をస成中である。また、年度 3 月初᪪に開かれる国㝿会㆟で

これらの研究成果をⓎ表するணᐃである。

氏　　名：ᯇᓮ　┿ஓ

所　　属：高等研究院、理学研究科（2013 年度より所属）

研究分野：㉁㔞の起※の᥈究

代表業績：	³,s	���	*e9	techni�Gilaton	founG	at	/+C"´,	6.Matsuzaki	anG	K.<amawaki,	3h\s./ett.	B���	（2013） 378-382㸹 

	 ³	+olographic	4C'	,ntegrateG	Eack	to	+iGGen	/ocal	6\mmetr\´,	M.+araGa,	6.Matsuzaki	anG	K.<amawaki,	3h\s.5eY.	

D82 （2010） 076010
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　2012 年度では、༤ኈㄢ⛬論文の成を┠ᣦして、ᢞ㈨௰に࠾ける天↛㈨※⣮தを᳨ウし、³7ax	6oYereignt\	in	
1atural	5esource	relateG	,nYestment	'isputes�	a	case	of	8zEekistan´というタイトルで、論文をᥦ出した。また、これまでの

㏵上国の➇த法とᨻ⟇に関する研究をࡉらに᥀り下げ、࢟࣋ࢬ࢘スタンがこの 15 年ᇳ⾜してきた➇த法とそのᨻ⟇に

について研究した。2012 年度では、第 79 ᅇ国㝿経済法研究会（明大学）、と日本国㝿経済法学会の第 22 ᅇ研究大会（大

㜰ᕷ立大学）でㅮ₇した。

氏　　名：࢘ミࣜデࣀブ　アࣜシェル

所　　属：高等研究院、法学研究科（2014 年 1 月より所属）

研究分野：国㝿経済法、ᢞ㈨௰、➇த法・ᨻ⟇

代表業績：		³7ax	6oYereignt\	in	1atural	5esource	relateG	,nYestment	'isputes�	a	case	of	8zEekistan´,	3h'	7hesis,	��3p,（2012） 

	 	³Competition	/aw	of	8zEekistan	in	7ransition�current	situation	anG	challenges´,	with	6hu\a	+a\ashi	in	International 

Enforcement of Antimonopoly Law, Nihonhyoronsha, pp 259-302, （2012）

ウミリデノブ　アリシェル
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高等研究院書評会「『東アジア思想交流史 : 中国・日本・台湾を中
心として』を巡って」が、平成２５年３月２６日（火）、名古屋大学
文系総合館7階カンファレンスホールにおいて、本学教職員、学生
や一般の方々など約60名の参加を得て開催されました。

書評会は、安藤院長の司会により進められ、まず、東アジア儒学
研究の世界第一人者の、黄俊傑国立台湾大学人文社会高等研究院長
が、岩波書店により出版された近作の『東アジア思想交流史 :　中国・
日本・台湾を中心として』の中心テーマである、儒学経典が各地の
言語的脈絡に適応し解釈し直されていくという中国・日本・朝鮮な
どでの文化交流の過程のなかで、東アジアという地域はいかに創ら
れてきたかについて、最新の研究成果を織り込みながら、講演しま
した。続いて、フランス啓蒙思想と自由主義の研究を国際的にリー
ドする安藤院長、清末思想家で中国の福澤諭吉と言われる厳復の研
究で知られる區建英新潟国際情報大学教授、また近代中国思想史研
究の重鎮である佐藤豊愛知教育大学教授に黄院長の著書の内容とそ
の意義について、わかりやすく解説しました。その後、「東アジアと
は何か?」、「思想の相互依存関係から考える、文化的アイデンティ
ティーの「異」と「同」、また、「中国の儒学経典は、朝鮮儒学、江
戸儒学、あるいは台湾の儒学にどのような作用・反作用を及ぼした
か。」などについて、活発な質疑応答が行われ、熱気溢れる盛況となり、
大変有意義なものとなりました。

これまでの活動報告・ニュース

名古屋大学レクチャー「科学技術は何処へ行くのか」が、平成26年
2月1日（土）、豊田講堂において開催されました。
本レクチャーは、本学が主催する最も重要な講演会で、今回で9回

目となります。分野を問わず、世界的に著名な研究者の講演を広く一般
市民の皆様に公開し、現代世界の最高の「知」に触れていただくために
行われるものです。講演者には、本学で最も栄誉ある「名古屋大学レク
チャラー」の称号の授与ならびに表彰楯の贈呈が行われます。
今回の講演者は、2001年ノーベル化学賞や文化勲章等の栄誉にも浴

されている、本学特別教授・理化学研究所理事長の野依良治博士でした。
野依博士は、「研究は瑞々しく、単純明快に」を研究モットーに「研究
に対する飽くなき探究心と、不屈の精神」によって、世界中の研究者が
諦めていくなか世界に先駆けて、「BINAP（バイナップ）」という左右の
物質を作り分けることのできる触媒の配位子を完成させました。現在、
工業製品を作り出す際に、さまざまなところで野依博士の技術が用いら
れています。これにより、大量かつ安定的に多彩な医薬物質や香料およ
び有機材料の供給を可能にし、特に医薬品の分野に革命をもたらした。
野依博士は、ノーベル賞を受賞された後も野依先生は理化学研究所理

事長として日本の科学研究を率いるとともに、日本の将来や世界的な動
向を、「科学と技術」の立場から見晴らされています。また、本学特別
教授としては現場の目線で教員や学生の意見を吸い上げながら様々な助
言しています。
当日は、濵口総長のあいさつで幕をあけ、まず、野依博士が、「科学

2013年3月26日（火）　14:00～ 17:00

文系総合館７階カンファレンスホール

名古屋大学レクチャー「科学技術は何処へ行くのか」を
開催

日　時

場　所

プログラム

高等研究院書評会を開催

これまでの活動報告・ニュース 高等研究院書評会

14:00 ～ 「東アジア思想交流史の方法をめぐって」
安藤　隆穂（名古屋大学高等研究院副院長）

14:20 ～ 「自著解題（出版の狙い・課題）」
黄俊傑（国立台湾大学人文社会高等研究院長）

15:00 ～
コメントと討論（司会 : 安藤隆穂）
區　建英（新潟国際情報大学教授）15:00 ～ 15:30
佐藤　豊（愛知教育大学教授）　　  15:30 ～ 16:00
討　　論　16:00 ～ 17:00

書評会の様子
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技術は何処へ行くのか」と題し、これまでの研究生活を振り返りな
がら、グローバル化の中、日本が解決をリードし国際的に貢献すべ
き挑戦的な課題や、今後日本人が果たすべき役割や位置づけ、とり
わけ、若者が目指すべき道や活動の拠り所について講演しました。
最後に、「自らの文化に誇りを持ちながら、多様な価値を持つ多国籍
集団のリーダーになってほしい」と若い世代にエールを送りました。
それに続く名古屋大学レクチャラー称号の授与式ならびに表彰楯

の贈呈式では、濱口総長から野依博士に「聖人が現れ、平和で学問
が尊重される世の中になる前兆」とされる「麒麟」をモチーフにデ
ザインされた名古屋大学レクチャーシップの表彰楯が贈呈されました。
引き続き、杉山高等研究院副院長の司会のもと、野依博士と高校生・

大学生等の若者との間での討論会を行いました。研究者が持つべき
姿勢や科学立国の意味等について、討論を行い、貧困からの脱却や
資源の枯渇等21世紀の問題の根本的解決には、「女性、若手、外国人」
の力を活用すべきと強調しました。
最後に、安藤高等研究院長による閉会の挨拶があり、大盛況のう

ちに終了しました。
続いて、科学と芸術との間に架け橋をつくる試みとして、世界的

に有名なピアニストの、渡邊健二東京芸術大学理事・教授を迎え、「名
古屋大学レクチャー2014　特別記念ピアノ演奏会」を行いました。
演奏に先立って、枝川明敬東京芸術大学教授の司会のもと、「芸術と
科学」と題して、安藤高等研究院長も加わり、濱口総長と渡邊先生
との談話会を開催しました。その後、渡邊先生より、ベートーヴェン、
ショパンおよびリストの曲が披露され、透明な音色と聴く人を圧倒
する演奏で聴衆を魅了しました。
今回は、本学教職員、一般市民等の方々など1000名以上の参加

があり、熱気溢れる講演会となりました。参加者からは、「大変感銘
を受けた」等の感想が多数寄せられており、大変有意義なものとな
りました。

講演する野依先生

開会のあいさつをする濵口総長

パネル討論会の様子

談話会の様子

演奏会の様子
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高等研究院アカデミーサロン
「野依さんと語ろう！」を開催

平成26年2月1日（土）　13:30-18:00

名古屋大学豊田講堂

日　時

場　所

プログラム

名古屋大学レクチャー２０１４　「科学技術は何処へ行くのか」

　高等研究院では今後、野依良治博士（2001年ノーベル化学賞受賞
者 /理化学研究所理事長 /名古屋大学特別教授 /高等研究院名誉院長）
を囲んで「アカデミーサロン：野依さんと語ろう！」開催しています。
これは、2013年１月から中日新聞（夕刊）に連載の野依博士のエッセー
「紙つぶて」全 26回の個々の話題をテーマに、学生の皆さんと「カジュ
アルに」語り合う場を設けるものです。
　現在の世界的動向ともいえますが、異分野の多角的な考え方の「グッド・
ミックス」「学際性」から新しい価値観や価値、考え方が生まれてい
くという立場を肯定・継承しています。文理を問わず様々なバックグ
ラウンドをもつ名古屋大学の学生とシニア有識者との世代を超えたカ
ジュアルな会話のなかから学生の新しい教育方法や、次代を担う若者
の活動の拠り処や向かう処を模索しています。参加学生からは「ノー
ベル化学賞の野依さんの考え方に触れることができて自分の人生にお
いて貴重な財産となった」「今後の自身の学生生活や研究において有
意義であり目指すべきものがみえてきた」などの感想がよせられてい
ます。
　2013 年 11 月よりこれまで４回開催しました。学部一年生から博
士後期課程の大学院生まで、法学、経済学、工学、農学、理学などを
専門とする計16名（1回のサロンにつき4名の学生が参加）がサロン
を楽しみました。中国やエルサルバドルからの留学生も多数参加し
ました。その模様や議論の内容は、中日新聞（朝刊）記事としても、
またNagoya University Research (NU Research: 本学の教育・研
究活動をハイライトしたホームページ ) からも毎回発信しています。
是非ともご覧ください。
　今後も残り 22 回分のサロンを 2014 年 4 月より毎月 1回のペー
スで開催予定です。文理や学年を問わず名古屋大学の学生であれば
誰でも参加できます。高等研究院のホームページ（http://www.iar.
nagoya-u.ac.jp/~form/noyori-academy/）より事前申込のうえ、学
生の皆さん、ふるってご参加ください！

第１回サロン話題「ノーベル賞と科学立国」
NU Research記事URL: http://www.nu-research.com/index.php/
features/141-noyori-academy-salon-nobel-prize-and-world-
leading-nation-in-science.html
第２回サロン話題「生きる意味」
NU Research 記 事 URL: http://nu-research.com/index.php/
features/150-noyori-academy-salon-the-meaning-of-life.html
第３回サロン話題「科学者の使命」
NU Research 記 事 URL: http://nu-research.com/index.php/
features/158-noyori-academy-salon-the-mission-of-scientists.html
第４回サロン話題「科学と技術」
NU Research 記 事 URL: http://nu-research.com/index.php/
features/172-noyori-academy-salon-science-and-technology.html

13:30 ～ 開会の挨拶（濵口道成　名古屋大学総長）

13:35 ～ 名古屋大学レクチャー：「科学技術は何処へ行くのか」
野依良治（名古屋大学特別教授・理化学研究所理事長）

15:05 ～ 名古屋大学レクチャー楯　贈呈式

15:20 ～ 休憩

15:40 ～
パネル討論会（司会：杉山直　高等研究院・副院長）
「科学技術の向かう処と若者の役割」
野依博士と高校生・大学生など若者との討論

16:40 ～ 閉会の挨拶（安藤隆穂　高等研究院・院長）

16:45 ～ 休憩

17:10 ～

名古屋大学レクチャ－ 2014　特別記念ピアノ演奏会

渡邊健二氏（東京芸術大学理事・教授・ピアニスト）
曲目　ベートーヴェン : ピアノソナタ第１４番「月光」
　　　ショパン：ポロネーズ第６番「英雄」
　　　　　　　　「華麗なる円舞曲」「夜想曲」
　　　リスト :「エステ荘の噴水」「愛の夢第３番」
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第 2回サロン

第 3回サロン第 1回サロン

第 4回サロン
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第3単元「生命と自然」

第10回

ベンチ（研究）とベッド（臨床）

H25.6.18

高橋　　隆（医学系研究科教授）

第11回

科学はみることから始まる

H25.6.25

飯島　澄男（名古屋大学特別招へい教授/名城大学教授）

第12回

ＤＮＡはなぜ右巻きか：化学からのアプローチ

H25.7.2

八島　栄次（工学研究科教授）

第13回

食料生産の科学

H25.7.9

松岡　　信（生命農学研究科教授）

第14回

時を測るタンパク質について

H25.7.16

近藤　孝男（理学研究科特任教授／第5代高等研究院院長）

「学問の面白さを知る」講義風景

全学教養科目「学問の面白さを知る」が開講された

　高等研究院は、昨年度に引き続き、4月から、毎週火曜 1限に、経
済学部カンファレンスホールにおいて、全学部の 1年生を対象とした
全学教養科目「学問の面白さを知る」を開講しました。
　この講義は、本学に入学したばかりの学生が、高等研究院に所属する
（あるいはかつて所属した）優れた研究者の講義を聴講することにより、
学問の面白さや研究に対する心構えを知ることを目的としています。
講義は「宇宙と地球環境」、「歴史、教育と社会」、「生命と物質」とい
う 3つの単元から構成されており、幅広い話題について、基礎知識か
ら最先端の内容までわかりやすく紹介し、学問を楽しんでもらうこと
をねらっています。毎回、定員 300 名いっぱいの受講生が熱心に講
演に耳を傾けています。

第1単元「宇宙と化学」

第2単元「歴史、教育と社会」

第1回

第2回

第3回

第4回

科学、発展の法則

高等研究院全学教養科目　学問の面白さを知る　2013年度
主担当教員：高等研究院副院長　杉山　直　教授

暗黒の宇宙に迫る

化学で挑む２１世紀の重要課題

酵素を創る

H25.4.16

H25.4.23

H25.4.30

H25.5.7

益川　敏英（名古屋大学特別教授/ＫＭＩ　素粒子宇宙起源研究機構機構長）

杉山　　直（理学研究科教授/高等研究院副院長）

斎藤　　進（理学研究科准教授/高等研究院准教授）

渡辺　芳人（理事・副総長/理学研究科教授）

第5回

〈解釈〉という営みーー生きること、知ること、信じることの間でーー

H25.5.14

松澤　和宏（文学研究科教授）

第6回

社会的正義とは

H25.5.21

和田　肇（法学研究科教授）

第7回

経済とは何だろうか？

H25.5.28

黒田　達朗（環境学研究科教授）

第8回

思想史入門の魅力

H25.6.4

安藤　隆穂（経済学研究科教授／高等研究院院長）

第9回

言葉の不思議を探る

H25.6.11

町田　　健（文学研究科教授）
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名古屋大学YLC教員成果発表会を開催

高等研究院研究者育成特別プログラム
（テニュアトラック制度）最終成果発表会を開催

平成26年度名古屋大学若手育成プログラムの採用者が
決定される
～YLC（Young Leaders Cultivation）プログラム～

平成26年度　名古屋大学若手育成プログラム採用者

平成 25年 7月 23 日 ( 火 )、理学南館坂田・平田ホールにおいて、
名古屋大学若手育成プログラム YLC教員成果発表会が開催されまし
た。本学の教職員や大学院生など約 50名が参加し、熱気溢れる盛況
となりました。
同プログラムは、本学において、教育研究を将来にわたり継続的に

発展させるためには、若手教員、特に助教クラスの質的、量的な確保
が重要であることをふまえ、大学全体として継続的かつ計画的に若手
教員を採用、養成するために実施する戦略的なプログラムです。YLC
教員は、3年間研究と教育の研鑽を積み、終了時には国際的経験も兼
ね備えた研究者・教員として自立できることを目指します。また、相
互に切磋琢磨と交流の場として、濵口総長や高等研究院長等も出席す
る、YLC教員によるセミナーを定期的に開いています。本学独自の若
手育成プログラムとして、学内外から注目されています。
今回の成果発表会では、平成 23年度採用の若手研究者 3名が、生

命系分野、理工系分野の 2分野にわたり、日頃の研究成果および今後
の抱負について報告しました。それぞれの報告後には、活発な質貌応
答が行われ、3年間の育成期間を経て、YLC教員の研究レベルが国際
的に見て独立研究者として十分高いレベルに達していることが確認で
きました。
なお、これとは別途に実施する審査において、期待どおりの研究成

果を挙げたと評価されれば、YLC教員の任期の延長を認めることに
なっています。

高等研究院研究者育成特別プログラム（テニュアトラック制度）最
終成果発表会が、平成 25年 10月 17日 ( 木 )、高等総合研究館コン
ファレンスホールにおいて、開催されました。発表会では、安藤院長
のあいさつの後、2名の特任教員は、それぞれ研究成果を報告しました。

平成26年度名古屋大学若手育成プログラム（YLCプログラム）に
ついては、72名の応募があり、YLC審査委員会による厳格な書類審
査および國枝理事、安藤高等研究院長をはじめとするヒアリング審査
委員によるヒアリング審査を経て、下記のとおり、将来を期待できる
若手研究者を採用しました(内3名は25年度内の採択となりました。)。

他の活動

2013年7月23日（火）開 催 日：

理学南館開催場所：

入場無料　学内公開
坂田・平田ホール

プログラム

問い合わせ先：名古屋大学高等研究院　ＴＥＬ 052‐788‐6153

名古屋大学

（YLC ～Young Leaders Cultivation）
若手育成プログラム

成果発表会

②

①

③

経済学部

工学部９

工学部５

工学部４ 理学部

事務局

工学部８

至八事

至本山

情報連携基盤
センター 多元数理科学

豊田講堂

研究科

野依記念
物質科学研究館

野依記念
学術交流館

農学部
生命農学研究科

環境医学
研究所

理学南館

IＢ電子
情報館

広報プラザ

地下鉄名城線
名古屋大学駅

坂田・平田ホール坂田・平田ホール

15：30～ 開会挨拶

第１部 生命系分野
15：40～16：10　進藤 有一郎 （医学系研究科）

第2部 理工系分野
16：10～16：40　中　 竜大 （現象解析研究センター）

16：40～17：10　野川 晃佑 （工学研究科）

17：10～ 閉会挨拶

各講演後には、活発な質疑応答が行われました。本学の教職員や大学
院生など約 30名が参加し、熱気溢れる盛況となりました。
高等研究院研究者育成特別プログラムは、文部科学省科学技術振興

調整費「若手研究者の自立的研究環境整備促進」事業の一環として採
択されたものです。本プログラムで採用した特任教員の任期は 5年で
あり、3年目と最終年に中間審査および最終審査を行い、可となれば
推薦部局のテニュア（任期なし）教員となります。今年度は最終年度
にあたり、採用時に設定した最終目標の達成度を評価する目的で、書
面審査および最終成果発表会でのヒアリングを中心とする最終評価を
実施しました。

氏　名 受入部局
浦川　優子 理学研究科
肖川
（XIAO  Chuan） 情報科学研究科

WANG　Yin トランスフォーマティブ
生命分子研究所

久島　周 医学系研究科
古村　聖 経済学研究科

丸山　大輔 トランスフォーマティブ
生命分子研究所

水野　有哉 多元数理科学研究科
三宅　芙沙 太陽地球環境研究所
吉田　早悠里 文学研究科
森島　邦博 エコトピア科学研究所
ROY  
Tristan Cyrus　 多元数理科学研究科

松本　拓也 多元数理科学研究科
DALGLEISH
Simon John 物質科学国際研究センター
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UBIAS学術会議に参加

国際シンポジウム「東アジア思想交流史」を開催

　UBIAS学術会議は、UBIASインターコンチネンタル・アカデミーと
並んで、UBIASの柱事業の一つです。共通テーマについて、各高等研
究院に所属する異なる分野のメンバーの議論と共同研究の実施により、
文理融合型の研究を推進するとともに、UBIASネットワークとしての
プレゼンスを強化させる狙いです。今回は、Scientific and Academic 
Knowledge とのテーマで、平成 25年 9月 17日～ 19日の日程で、
120名以上の参加を得て、カナダのブリティッシュコロンビア大学ピー
ターウォール高等研究院（Peter Wall IAS）において開催されました。
本院は、高等研究院プロジェクト「公共圏の思想史と新しい社会哲学」
（代表 :　安藤隆穂）を中心として、これまでの東アジア高等研究院との
学術交流をベースに、International Dispersion of Knowledge（知識
の国際伝播）をテーマとするセッションを組織し、共同研究を進めてい
る南京大高等研究院のYunqian Chen教授、国立台湾大高等研究院副
院長のKirill Thompson教授、高等研究院基幹教員の蔡等をパネリスト
として迎え、知識の東西交流特にヨーロッパの知識のアジアへの伝播を
歴史的に考察し、ヨーロッパ文化の導入がアジア社会をどう揺るがした
かを近代化を中心に歴史的に考察しました。
　同セッションでは、安藤院長が司会として、これまで展開して
きた共同研究の経緯や意義を紹介した後、「People and citizens: 
Transformation of the context of modernity in Japan and the 
memento of France」と題して、講演しました。また、蔡基幹教員は、「The 
reintroduction of economic thought to China in the reforming 
era」と題して、報告しました。同セッションの構成や学術レベルの高
さについて参加者から高い評価を得ました。
　また、会議中において、運営推進員会と総会がそれぞれ招集され、
UBIAS Sインターコンチネンタル・アカデミー、次期学術会議や総会
の開催校、および新メンバーの加入等の議題について審議しました。

　国際シンポジウム「東アジア思想交流史」が、平成25年11月13日（水）
～14日（木）、国立台湾大学人文社会高等研究院と本院との共催で、国
立台湾大学応用力学研究所会議ホールにおいて、学者や学生など約30
名の参加を得て開催されました。
　今回のシンポジウムは、儒学を中心とする東亜思想交流史を本体とし
ながら、近代について西洋思想の導入という契機を意識した編成にする
だけでなく、西洋思想に対峙する東亜文明論の展開を現在の学問動向ま
で射程において議論するという編成になっていました。
　シンポジウムでは、黄俊傑国立台湾大学人文社会高等研究院長のあい
さつで幕をあげ、まず、アダムスミス研究の世界第一人者の、高等研究
院アカデミー会員の水田洋先生が、「日本の近代化とイギリス近代思想」
と題して、基調講演しました。それに続き、安藤院長が「東アジア近代
思想史の日本的文脈とその変容 :　人間、市民の創出とフランス・モメ
ント」と題して、基調講演しました。その後、黄俊傑国立台湾大学人文

UBIASインターコンチネンタル・アカデミーの
シニアアカデミックグループが決定される

国際交流について

本院は、サンパウロ大学高等研究院と共同で、UBIAS（University-
based Institute for Advanced Study、大学付属高等研究院国際連盟）
の若手育成における新たな取り組「インターコンチネンタル・アカデミー
（Intercontinental Academia）」のホスト機関として、同プログラムを
推進しています。
同プログラムは、平成24年3月にインドジャワハルラール・ネルー

大学高等研究院で開催したUBIAS運営推進会議で提起され、UBIASの
ネットワークを活かして、次世代リーダーの育成に貢献することはその
狙いです。具体的には、同運営推進委員会が選定したシニアアカデミー
グループの指導のもとで、世界の各高等研究院からの推薦に基づき、書
類選考等により厳選した若手研究者15名が、共通テーマについて、2
年間の間に、二つの大陸の二つのUBIASにおいて、それぞれ一ケ月間
滞在します。滞在期間中には、シニアアカデミックグループ（Senior 
Academic Committee）が作成したプログラムにしたがい、レクチャー
やディスカッション等に参加しながら、共同研究を実施します。それに
より、若手研究者達の研究ネットワークが形成されます。初回の「イン
ターコンチネンタル・アカデミー」は、“TIME” というテーマで、平成
27年3月にサンパウロ、また、平成27年9月に名古屋の日程で、実
施予定です。
この度は、ノーベル級の学者、ホスト機関の代表、またUBIASネッ

トワークの代表により構成されるシニアアカデミックグループ（7名）
の構成が下記の通り、決定されました。
Professor Takao KONDO, Former Director of Nagoya IAR (Natural 
Sciences: Biology) 
Professor Till ROENNEBERG, LMU Munich (Natural Sciences: Biology) 
Professor Regina Pekelmann MARKUS, Head, Department of 
Physiology, Institute of Biosciences, USP (Natural Sciences: Biology)
Professor Takaho ANDO, Director, Nagoya IAR (Social Sciences 
and Humanities: History of Social Thought) 
Professor Martin GROSSMANN, Director, IEA-USP (Humanities: Art) 
Professor Eliezer RABINOVICI, Former Director, Israel Institute for 
Advanced Studies (Natural Sciences: Physics) 
Professor Sami PHILSTRÖM, Former Director, Helsinki Collegium 
for Advanced Studies (Humanities: Philosophy) 
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人事について

運営費について

平成２５年４月１日付けで高等研究院院長として安藤隆穂教授が就任
され、副院長には松本邦弘教授と財満鎭明教授が就任されました。運営
推進委員は継続で今年度以降も３年間、現メンバーにお願いすることに
なりました。

本院は現在のところ、学内措置による設置であるため、高等研究員運
営費および研究プロジェクト推進経費も財源としています。平成２５年
度予算には主に高等研究院の運営費や、広報費、本院のプロジェクト採
択者、専任教員およびテニュアトラック教員の研究支援経費に割り振ら
れた後、有効に使われています。

高等研究院院友の新美智秀先生が
平成25年度文部科学大臣表彰科学技術賞を受賞

高等研究院副院長の松本邦弘先生が
第66回中日文化賞を受賞

　高等研究院院友の新美智秀先生（工学研究科教授）が平成25年度科
学技術分野の文部科学大臣表彰科学技術賞を受賞しました。この表彰は、
科学技術に関する研究開発、理解増進等において顕著な成果を収めた者
について、その功績を讃えることにより、科学技術に携わる者の意欲の
向上を図り、我が国の科学技術水準の向上に寄与することを目的として
います。今回、新美先生の受賞対象となった業績は「高クヌッセン数流
れに関する研究」です。新美先生の今後の益々のご活躍と研究のご発展
を心よりお祈り申し上げます。

　高等研究院副院長の松本邦弘先生が第66回中日文化賞を受賞しました。
中日文化賞は、中日新聞社が日本国憲法の施行を記念して1947年（昭
和22年）に制定しました。学術、芸術の振興を目的に、各分野で優れ
た業績を挙げられ、文化の向上に寄与された個人や団体を顕彰していま
す。今回、松本先生の受賞対象となった研究題目は「生体応答シグナル
伝達機構の解明」です。松本先生の今後の益々のご活躍と研究のご発展
を心よりお祈り申し上げます。

社会高等研究院長、キリル・トムソン同副院長、黄克武中央研究院近代
研究所長、竹内弘行名古屋大学名誉教授、楊儒賓清華大学教授、區建英
新潟国際情報大学教授、張崑将台湾師範大学教授、川尻文彦愛知県立大
学准教授、伍振勲台湾大学副教授、林維傑中央研究院副研究員、李宥霆
関西大学兼任研究員等の報告がありました。
　台湾学者による報告が、「脈絡の転換」という方法の持つ強みを発揮
して、東アジアの儒学世界を、中国大陸、台湾、朝鮮、琉球、日本、ヴェ
トナムなどの多様な思想空間の集合として浮かび上がらせ、それぞれの
地域の独自の文脈をその脱脈絡化と再脈絡化の特質をふくめ明らかに
し、東アジア儒学世界における多様な文脈の存在を確認することができ
ました。一方、日本からの報告は、西洋近代思想の日本での受容過程に
おける儒教的伝統との対立を問題とし、また、西洋古典への批判と受容
による変容の特質を社会的歴史的環境と関連付けて問い直すというも
のでありました。ホッブズ、ルソー、Ｊ．Ｓ．ミル、アダム・スミス、
マルクス等の導入、福沢諭吉、中江兆民、立憲主義、社会主義などを取
り上げ、日本近代思想史研究の特徴について、示しました。
　それぞれの報告の後に、活発な質疑応答が行われ、熱気溢れる盛況と
なり、大変有意義なものとなりました。また、参加者の間では、今回の
シンポジウムを契機に、今後、東アジア圏の研究者交流を一層発展させ
たいと確認しました。

高等研究院アカデミー会員の赤﨑 勇本学特別教授が
恩賜賞・日本学士院賞を受賞　
高等研究院教員の近藤孝男本学特任教授が
日本学士院賞を受賞

　日本学士院は、平成26年 3月12日開催の第1077回総会において、
日本学士院賞、恩賜賞等を決定しました。赤﨑 勇高等研究院アカデミー
会員・特別教授が恩賜賞・日本学士院賞を、近藤孝男高等研究院教員・
本学特任教授が日本学士院賞を受賞しました。恩賜賞及び日本学士院賞は、
学術上功績顕著な科学者を優遇するための機関として文部科学省に設
置され、学術の発展に寄与するため必要な事業を行うことを目的とする
日本学士院が、学術上特にすぐれた論文、著書その他の研究業績に対し
授賞するものです。
　今回、赤﨑先生の授賞対象となった研究題目は「高品質GaN系窒化
物半導体単結晶の創製とp-n接合青色発光デバイスの発明」です。Ｌ
ＥＤ照明などで実用化されている全てのGan系窒化物半導体材料及び
素子の研究開発の出発点となりました。
　一方、近藤先生の授賞対象となった研究題目は「シアノバクテリア概
日時計の再構成と計時機構の研究」です。タンパク質とＡＴＰのみで
24時間のリズムの作成に成功し、タンパク質が地球の一日を記憶し「時
計」として機能することを証明しました。
　赤﨑先生、近藤先生の今後の益々のご活躍と研究のご発展を心よりお
祈り申し上げます。
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